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はじめに 


本製品を安全に正しく使うために重要な事項が、同梱の冊子『安心してお使いいた 
だくために』に記載されています。必ずお読みになり、正しくお使いください。 
お読みになった後は、し〇でも見られるようにお手元に大切に保管してくださし、 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


記号の意味 



データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほしい内 
容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

役立つ 
操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルや他のマニュア〗レへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合… r 」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 

サイバーサポート、できる dynabook への参照の場合…《》 

サイパーサボートにはさまざまな情報が搭載されており、自然語 
で検索できます。 









用語について 

本書では、次のように定義します。 

システム 特に説明がない場合は、ご使用になるオペレーティングシステム 
(0 S ) を示します。本製品のシステムは Windows XP です。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプリケーションソフトウェアを示します。 

Windows XP 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system 日本 
語版または Microsoft ® Windows ® XP Professional operating 
system 日本語版または Microsoft ® Windows ® XP Tablet PC 
Edition 2005 operating system 日本語版を示します。 

Windows Windows XP を示します。 

Office Personal 2003 

Microsoft ® Office Personal Edition 2003を示します 0 

Office OneNote 2003 

Microsoft ® Office OneNote ® 2003を示します 0 
MS-IME Microsoft ® IME 2003/ナチュラルインプット2003を示します。 

サイノくーサポート 

CyberSupport for TOSHIBA を示します。 

ドライブ DVD スーパーマルチドライブ/ DVD - ROMStCD - R / RW ドライブを 

示します。内蔵されているドライブはモデルによって異なります。 
_ドライブについて『応用にチャレンジ1章本体の機能』 

タブレットペン 

dynabook 用タブレットペンを示します。 

Windows XP Home モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system 日本 
語版がプレインストールされているモデルを示します。 

Windows XP Pro モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system 日本 
語版がプレインストールされているモデルを示します。 

タブレット PC モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Tablet PC Edition 2005 operating 
system 日本語版がプレインス I ルされているモデルを示します。 
DVD スーパーマルチドライブモデル 

DVD スーパーマルチドライブが内蔵されているモデルを示します。 
DVD-ROM&CD-R/RW ドライブモデル 

DVD - R 0 M & CD - R / RW ドライブが内蔵されているモデルを示します。 


八ードディスク 2 台内蔵モデル 

八ードディスクドライブが2台内蔵されているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal Edition 200 3 および Microsoft ® 
Office OneNote ® 2003がプレインストールされているモデルを示 
します。 

OneNote 搭載モデル 

Microsoft ® Office OneNote ® 2003がプレインストールされている 
モデルを示します。 


記載について 

_記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場合は 
「用語について」のモデル分けに準じて、「****モデルのみ」と注記します。 
モデルについては、「用語について」を参考にしてください。 

_インターネット接続については、内蔵モデムを使用した接続を前提に説明してい 
ます。 

_アプリケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは同梱の CD / 
□ V □からインス I -ールしたパージョンを使用することを前提に説明してし味す。 
_本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場 
合があります。 

•本書では、タブレット PC モデルで、タブレットペンを使用してタップする操作 
も「クリック」と表記しています。 


Trademarks 

• Microsoft 、 Windows、Windows Media 、 OneNote , Outlook は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• CyberSupport 、 BeatJam は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 

. CyberSupport 、 BeatJam は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、 

CyberSupport 、 BeatJam にかかる著作権、その他の権利は株式会社ジャスト 
システムおよび各権利者に帰属します。 

• LaLaVoice は株式会社東芝の登録商標です。 

.Sonic RecordNow ! は Sonic Solutions の登録商標です。 

• 「できる」は、株式会社インプレスの登録商標です。 

• infoPepper は東芝情報システム株式会社の登録商標です。 

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社が商標および登録商標として使用 
している場合があります。 


プロセッサ （ CPU ) に関するご注意 

本製品に使われているプロセッサ （ CPU ) の処理能力は次のような条件によって違 
いが現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使用している場合 
• AC アダプタを接続せずパッテリ駆動にて本製品を使用する場合 
-マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
-本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に高性能コンビュータが必要に設計 
されているデザイン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧が低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000 メー トル （3,280 フィート）以上をお考えください。 

• 目安として、気温5〜 30 °C (高所の場合 25° C ) の範囲を超えるような外気温の 
状態で本製品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更が生じる場合、 CPU の処理能力が実際には仕様と 
異なる場合があります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合がありま 
す。これは、当社が推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品が使用さ 
れた場合、お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らす 
ための通常の保護機能です。なお、このようにデータの喪失、破損の危険がありま 
すので、必ず定期的にデータを外部記録機器にて保存してください。また、プロ 
セッサが最適の処理能力を発揮するよう、当社が推奨する状態にて本製品をご使用 
ください。 

この他の使用制限事項につきましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な 
情報については東芝 PC ダイヤル0570 -00-3 100にお問い合わせください。 


著作権について 

音楽、映像、コンピュータ•プ□グラム、データべースなどは著作権法により、そ 
の著作者および著作権者の権利が保護されています。こうした著作物を複製するこ 
とは、個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行うことができます。上記の目 
的を超えて、権利者の了解なくこれを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製 
物の*渡、ネットワーク上での配信などを行うと、「著作権侵害」「著作者人格権侵 
害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることがあります。本製品を使用して 
複製などをする場合には、著作権法を遵守のうえ、適切な使用を心がけてください。 


リリース情報について 

「リリース情報」には、本製品を使用するうえでの注意事項などが記述されていま 

す。必ずお読みください。 

本製品の電源を入れた状態で、次の操作を行うと表示されます。 

①[スタート]—[すべてのプログラム] — [はじめに]—[リリース情報]を 
クリックする 

お願い 

•本製品の内蔵ハードディスクにインス!ルされているシステム （0 S )、 アプリ 
ケーシヨン以外をインス I ルした場合の動作保証はできません。 

. Windows のシステムツールまたは本書に記載している手順以外の方法で、パー 
ティシヨンを変更 • 削除-追加しないでください。ソフトウェア領域を壊すおそ 
れがあります。 

•内蔵ハードディスクにインス!ルされているシステム （ OS )、 アプリケーシヨ 
ンは、本製品でのみ利用できます。 

_購入時に定められた条件以外で、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピー 
をすることは禁じられています。取り扱いには注意してください。 

• パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておい 
てください。パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場 
合は、使用している機種を確認後、近くの保守サービスに依頼してください。パ 
スワードの解除を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとき、身 
分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

_ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーザ使用許諾契約 
書』および『ソフトウェアに関する注意事項』をお読みください。 

本製品のお客様登録（ユーザ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしており 

ます。本体同梱の『お客様登録カード』またはインターネット経由で登録できます。 

^ 詳細について『さあ始めよう5章3お客様登録をする』 


『保証書』は記入内容を確認のうえ、大切に保管してください。 



1 章 

トラブルを解消するまで 


バソコンの操作をしていて困ったときに、どうした 
ら良いかを説明しています。 

「 dynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介 
しています。 

トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を 
読んで、解消方法を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ12 
2トラブル解消に役立つ操作22 
3 トラブルが起こったときは27 



1 トラブルを解消するまでの流れ 


お使いのパソコンに起ったトラブルについて、解決方法を見つけていきましよう。 


[〇トラブルを解消するには I 


パソコンに起こるトラブルは、その原因がどこにあるかによって解決策が異なりま 
す。そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことが必要です。ここでは、 
パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 


【パソコンを構成する3つの部分】 

-アプリケーションソフトウェア- 

メール、インターネット 、 Word (文書作成ソフト）、 

Excel (表計算ソフト）、ウィルスチェックソフトなど 

* それぞれ製造元が異なります。 

厂〇 S (オペレーティングソフト）+ドライバ（周辺機器）- 

+ ドライバ 

ディスプレイドライバ、 
サウンドドライバ、マウ 
スなど 


-パソコン本体（ハードウエア）- 

画面（ディスプレイ）、キーボード、バッテリ、 AC アダプタ 
など 


パソコンは、高度な、これらの技術の集合体です。トラブルの原因がそれぞれの製 
造元にしかわからない場合も多くあります。トラブルの症状にあわせた対処をする 
ことが解決への早道です。 


パソコンの 0 S 

Windows ( OS ) 


















トラブルを解消するまでの流れ 


トラブルの解決には、まず、原因の切り分けを行います。一般的にはアプリケー 
シヨンソフトウェア-^ 0 S 、 ドライバ-►パソコン本体の順にチェックします。 


ンソフトウェアのチェック 


例1:メールやインターネットがつながらない 

アクセスポイントやメールサーバ、 ID 、 パスワードなどの設定を確 
認します。これらの設定は契約プ□バイダごとに異なります。契約 
プ□パイダから指定された設定データが正しくバソコンの設定に反 
映されているかを確認してください。設定の確認方法がわからない 
場合は、契約プ□バイダのサボート窓口へお問い合わせください。 

例2:使いかたがわからない 

紙マニュアルやオンラインマニュアルを読んで、アプリケーションソ 
フトの使いかたを確認します。それでも使いかたがわからない場合に 
は、各アプリケーションのサボート窓口へお問い合わせください。 


STEP 2 〇 S やドライバのチ: 


例3 :正常に画面が表示されない、音が出ない、設定があっているのにイ 
ンターネットにつながらない 

ドライパを入れ直し、正常に動作するか確認してください。 

例4:青い画面で 「 STOPOX ********」 （一般に 「STOP エラー」 や 「ブ 
ルー スクリーン」 「ブルー パニック」とよばれる画面）が表示された 

周辺機器やソフトをインス I ルしたあとに起こることが多いもの 
です。その前に行った作業を一度元に戻すことでトラブルが解決す 
る場合が少なくありません。追加した周辺機器をはずしてみてはど 
うか、パソコンを「セーフモード」で起動しなおし、追加したソフ 
卜を削除してはどうかなどと試してみてください。 


STEP 3 パソコン本体のチェック 


例5 :電源ランプが点灯せず、バソコンがまったく動かない。ドライバを 
入れ直しても機器が動かない 

出荷時の状態でバソコン本体を確認します。必要なデータのパック 
アップをとったうえで「再セットアップ」を行ってください。それ 
でもトラブルが解消しない場合には、本体が故障してし)る可能性が 
あります。 


次頁 


次頁!^ 


次頁0/ 


トラブルを解消するまで 
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つづく 


1 ^ 3 各アプリケーションのトラブル解消法/プロパイダへのお問い合わせ q 

例1:プ□バイダへのお問い合わせについて 

本製品にプレインストールされているプ□パイダのお問い合わせ先は『図 
解で読むマニュアル』を参照してください。それ以外の場合は、お客様ご 
契約のプ□パイダの窓口へお問い合わせください。 

例2:アプリケーションの使いかたについて 

『図解で読むマニュアル』やサイパーサポート、各アプリケーションのへ 
ルプをご確認いただくか、各アプリケーションのサボート窓口へお問い合 
わせください。 

m os、 ドライパのトラブル解消法-^ 

^列3 :ドライバの入れ if しについて 

『応用にチャレンジ3章 1-0-1 ドライバをインストールする』を参照し 
てください。 

例4:セーフモードで起動する操作について 

「本章3-❷セーフモードで起動する」を参照してください。 


例4:周辺機器の取りはずしについて 

『応用にチャレンジ3章周辺機器の接続』を参照してください。 












トラブルを解消するまでの流れ 


本書 QSA や同梱マニュアル、 FAQ の紹介 


パソコンのトラブルの原因は多岐にわたるため、ここですべてを紹介することはで 
きません。それぞれのお問い合わせ先/サボート窓口にご連絡いただく前に、次に 
紹介する情報をご活用ください。 


【本書の 「 Q & A 集」】 

よくお問い合わせのあるノ（ソコントラブ〗レの解決 
方法を、 Q & A 形式で説明しています。 

^ 「3章 Q & A 集」 


【電源を入れるとき/切るとき】 


m 


v 電源スイッチを押す，またはスライドする時間が短いと電通》入らないことが® 
D ます- 

Power LED が緑色に点灯するまで押し続けてく C さ U 


(Battery LED がオレンジ色に点滅しているとき） 

^パツテリの充電置が少ない可能性が®ります。 

次のぃずれかの対処を行ってくださぃ. 

•本裂品用の AC アダプタを接続して，羈源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用できません） 

• 充電済みのパツテ U パックを取り付ける _ 


I サイバーサポート】 

サイバーサポートは、質問を入力して、本装置の 
マニュアル内容や Windows 、 アプリケーション 
などのヘルプを検索したり、インターネットへ接 
続してホームぺージ 「 dynabook . com 」 の FAQ 
を検索できます。 

^『図解で読むマニュアル 
サイバーサボートを使う』 

[ dynabook.com よくある質問 （ FAQ ) 】 

URL : 

http :// dynabook . com / assistpc / faq / index _ j.htm 

インターネットへ接続して、ホームページ 
「 dynabook . com 」 の「よくある質問 （ FAQ )」 

で解決方法を検索できます。 

また、「よくある質問 （ FAQ )」 を探しても問題 
が解決できないときは、メールにてお答えする才 
ンライン相談窓口「東芝 PC オンライン」をご利 
用ください。 

^ 「本節❹本製品のサボート情報を見る」 
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よくあるご S 問 （ FAQ ) 


ご cm いただいてい SMA の MNI 3 こちらからご K いた X 
CTTO ス77プ CSo て BUM を解《し袤しよう， 


〇よくあるご霣問 T 0 P 5 〇カテゴ_」別インデックス 


綱ぃ- 
上-ニノ- 
まず (3; 


. 、合わせの孰、質問 ♦ お同！ ■ 、合わせの糾 
:5f 牛 S 搞* Sb ています。冏キーヮードを： 

にちら S ご居ぐ；3 まとめました. 


© FAQ . ダウンロード 
モジュール** 

D 多いご質》 l«_0S 逸択.キーワード 
カテゴリ別(こ による検索'! Sfl りたい情報 

をずば y 表示し生す • 
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東芝 PC ダイヤル 


r 




パソコンの操作について、困ったときは、東芝 PC ダイヤルに連絡してください。 
技術的な質問、問い合わせに電話で対応します。 


ナビ、夕‘^レ 

全国共通電話番号 0570 -00-3 100 (サボート料無料） 


* 受付時間/9 : 00~19 ： 00 (年中無休） 

システムメンテナンスのため、サボートを休止させていただく場合がございます。 

なお、システムメンテナンスの日程については、 dynabook.com 上にてお知らせいた 
します。 


[ 電話番号はまちがえないよう、確認してかけてください] 


電話は全国6箇所（千葉市、大阪市、名古屋市、福岡市、仙台市、札幌市）の最寄 
りの拠点に自動的に接続されます。 

ナビダイヤルでは、ダイヤル後に通話区間料金のアナウンスが流れます。これは全 
国6箇所の最寄りの拠点までの通常電話料金で、サボート料金ではありません。 

ナビダイヤルでは、 NTT 以外とマイラインプラスを契約している場合でも、自動的 
に NTT 回線を使用することになります。 


海外からの電話、携帯電話などで上記電話番号に接続できないお客様、 NTT 以外と 
マイラインプラスなどの回線契約をご利用のお客様は、 043-298-8780 でお受け 
しています。 

円滑に対応するために、次ページの「本項1トラブル チェツクシー ト」でパソコン 
の使用環境について確認してから、東芝 PC ダイヤルにお問い合わせください。 







トラブルを解消するまでの流れ 



_■ トラブルチェツクシート 

東芝 PC ダイヤル（左ページ参照）では電話での本製品の技術的な質問、お問い合 
わせにお答えいたします。円滑に対応させていただくために、次の内容をまとめ、お 
手元にお使いのパソコンをご用意のうえ、お問い合わせください。 

Q.1 使用しているパソコンの型番は？ 

型番は本体裏面の ラベルに 記載されています。 

Q.2 使用しているソフトウェア環境は？ 

Windows XP など、使用しているシステムとアプリケーシヨンは？ 

システムのパージョンや CPU の種類を「東芝 PC 診断ツール」で確認してく 
ださい。 


ブ 

ル 

を 

解 

消 

す 

る 

ま 

で 


Q.3 どのような症状が起こりましたか？ 

なるべく具体的にお知らせください。 

Q.4 その症状はどのような操作をした後、発生するようになりましたか？ 

なるべく具体的にお知らせください。 

Q.5 エラーメッセージなどは表示されましたか？ 

表示された場合、表示内容をお知らせください。 

Q.6 その症状はどれくらいの頻度で発生しますか？ 

□一度発生したが、その後発生しない □常に発生する 

□ 電源を切らないと発生するが、電源を切ってから再起動すれば発生しない 
□電源を切ってから再起動しても必ず発生する □その他： 


Q.7 その症状が発生するのは決まった操作の後ですか？ 
□ ある一定の操作をすると発生する 


□ どんな操作をしても発生する 

□ その他： 

Q.8 インターネットや通信に関する相談の場合 

プ□パイダ名： 

使用モデム名： 

使用回線： □ ブロードパンド 

□ ダイヤルアップ接続 

□ ISDN 接続 

□携帯電話 • PHS 接続 

Q.9 周辺機器に関する相談の場合 


機器名（製品名）： 

メーカー名： 


東芝 PC 集中修理センタ 


バソコンの修理のお申し込みは、東芝 PC 集中修理センタに連絡してください。 
修理のお申し込み方法には、次の3つがあります。 


r 




お申し込み方法 

■インターネツト 

http://dynabook.com/assistpc/pcfix-htm 

からお申し込みください。 


■ Fax 

「修理依頼シート」（同梱の『東芝 PC サボートのご案内』に記載）に必要事項を記 
入のうえ、 

Fax 043-278-8 137 に送付してください。 

* Fax 番号は、おまちがえのないよう、お確かめのうえおかけください。 

「修理依頼シート」は当センタのホームページ 

http://dynabook.com/assistpc/pcfix-htm 

からち印刷でき■ます。 

■電話 

フリーダイヤル八ロー クイックニ 

兩0120 -86-91 92 

受付時間9:00〜17:30 (祝日、特別休日を除く） 

海外からの電話、携帯電話等、上記電話番号に接続できない場合は 

tel 043-278-8 122 までご連絡ください。 

* 電話番号は、おまちがえのないよう、お確かめのうえおかけください。 

ピックアップサービス 

修理の際は、簡単•便利な「ピックアップサービス」をご利用ください。 

輸送業者がパソコン輸送専用の梱包箱を持参してご自宅まで伺い、面倒な捆包か 
ら引き取り、修理完了後の納品まで行います。 

※「ピックアップサービス」はメーカ保証修理の場合、「無料」です。 










トラブルを解消するまでの流れ 


1 

【お申し込みの際、必ずご確認ください】 

■保証期間中に故障した場合、保証書に記載の「保証修理規定」に従い、無料修理 
をさせていただきます。 

■修理依頼の際は、記憶装置内の内容は保証いたしません。必ずバックアップをお 
取りください。また、修理にともなう八ードディスクの修理•データの初期化 
(標準出荷状態）の際は、記憶装置内の内容が消去されることをあらかじめご了承 
ください。 

•その他詳細につきましては、当センタのホームページ ( http :// dynabook . com / 
assistpc / pcfix . htm ) に記薩の「修理規約」をご覧ください。 

• お客様のプライバシー ■ 個人情報の保護については、「個人情報保護方針」 

http :// www . toshiba . co . jp / privacy/index j.htm をご覧くさい。 


本製品のサボート情報を見る 


「 dynabook . com 」 では、「よくあるご質問 （ FAQ )」 や、デバイスドライバや修正 
モジュールなどのダウン□—ド、 Windows 関連情報を提供しています。 

また、インターネットでのお客様登録を行うことができます。 

サボート窓口や修理につし、ても案内しています。 

URL : http :// dynabook . com/assistpc 

1[スタート]ボタンをクリックし、[インターネット]をクリックする 

Internet Explorer が起動します。 

購入時の状態では、起動して最初に本製品のサボート情報のページが表示さ 
れるように設定されています。 

インターネットの接続について《できる dynabook 》 


トラブルを解消するまで 








【パソコンの操作に困ったら「よくあるご質問 （ FAQ )」 】 


URL : http://dynaDook.com/assistpc/Taq/mdex_j.htm 

本製品のサボート情報のページからは、[よくあるご質問 （ FAQ )] をクリックする 
と表示されます。 




よくあるこ質問 （ FAQ ) 

困った時はこち5から 


|明IにI 

©メール 


»メ-ルで相談 
©電話で嫩 
©会って相按 


I 修理に明して 


©■のご納 
© 携華サイト専用窓口 



ダウンロード 

■i ドライパや修正モジ:!ールなどはこ5らから 


|0S アップグ L— ド | SIS 悄報 

アツガレ-卜-索 


旧 

お客様登録 

1^1 

モご as 方法 • ss 情報の変 e はこち5か5 


|海外でのご利用に《して 

外保 id 
® si 象地域 

©n.w<*^{*ii)©sn 


I . その他 

©! 兑明聿の!!！！入 
©满習会/せミナー 
©ハ*の | J サイクル 
9 dynabook.com magazine 


(表示例) 


日頃、よく寄せられる質問について、サボートスタッフが、図や解説をまじえて解 
決方法を掲載しています。 

キ_ヮ_ドや文章を入力して、検索することもできます。 


(表示例） 

サボート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することがあります。 



【メールで質問する「東芝 PC オンライン J 】 

「よくあるご質問 （ FAQ )」 を探しても問題が解決できないときは、専門フォームか 
らお問い合わせください。24時間365日いつでも受け付けており、サボート料は 
無料です。 

ご利用には「お客様登録」が必要ですので、事前に登録をしておいてください。 
^『さあ始めよう5章 3-0 東芝 ID ( TID ) お客様登録のおすすめ』 
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1「よくあるご質問 （ FAQ )」 で解消方法を探す 
2 TA . 回答 • 対処方法」の説明の後のアンケートに答える 


:の牾相はお客 a のお役に立ちましたか？ 


〇1:«決で8た 
〇2:#考になった 


〇3:内 S に從ったが«決で S なかった 
〇4:_しくて分からなかった 
〇3:知りたい内8ではなかった 


«用フォームからの H い合わゼをこ*里®*は•アンケートにお S えく 
「3j, r4j, r5j を通 w され思合は. E-msii« 用フォームのこ s 内が*示主) iar。 
お問い合ゼについて ar 束芝 pc オンライン j で承 ys 


[ffl 
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「3」「4」「5」のいずれかの項目にチェックをつけてください。 n 」 「2」 
の項目を選択すると、メールでのお問い合わせはできません。 

[送信]ボタンをクリックする 

PC オンラインへのリンク画面が表示されます。 


4 「東芝 pc オンライン」をクリックする 

画面の指示に従って専用フォームからご質問ください。 

メールにてご回答させていただきます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことがござい 
ます。ご了承ください。 

この他、アプリケーションの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載している 
場合があります。アプリケーションについて知りたいことがあるときは、ホーム 
ページを確認するのも良いでしょう。 

ホームべージアドレスについて 
『図解で読むマニュアル問い合わせ先』 


トラブルを解消するまで 




2 トラブル解消に役立つ操作 



トラブルを解消するために、パソコンの設定を変更する必要がある場合があります。 
ここでは、パソコンの設定を変更するときによく使う操作を説明します。 


コント□—ルパネルとは、パソコンのいろいろな設定をまとめたフオルダです。パ 
ソコンの設定を変更したいときには、まずコント□—ルパネルを開き、その中から 
目的の設定を行うオプシヨン画面を選ぶことがよくあります。 

コント□—ルパネルの開きかたを説明します。 


開きかた 

1[スタート]①- 


[コントロールパネル]をクリックする② 

(表示例） 


圔[コントロールパネル]画面 

[コント□—ルパネル]は、オプションとカテゴリで構成されています。 
オプションとは、[画面]や[サウンドとオーディオデバイス]など、具体的な設定 
画面のことです。設定内容を絵で表したアイコンで表示されます。 

カテゴリとは、コント□—ルパネルのいろいろなオプションを、内容別に大きく分 
類したものです。 

実際の設定変更はオプションで行います。 

[コント□—ルパネル]画面には、目的のカテゴリを選択する画面（カテゴリ表示） 
と、すべてのオプションから選択する画面（クラシック表示）の2種類があります。 
2つの画面は互いに切り替えることができます。 

* 本書では、カテゴリを表示しているという前提で、操作の説明をしています。 


コントロール 八ネルを開く 














2 トラブル解消に役立つ操作 


各アイコンをダブ 
ルクリックすると、 
オプション画面が 
開きます。 


(表示例) 


各アイコンや下線 
部をクリックする 
と、各カテゴリの 
メニューが表示さ 
れます。 


(表示例) 


下線部をクリックすると 
切り替わります。 

すべてのオプシヨンを表示する画面 


B 回® 




3コントロール八ネルの閉じかた 

設定や確認をした後の、[オプション]画面と[コント □_ ルパネル]画面の閉じか 
たを説明します。 

1[オプション]画面を閉じる 

変更した設定を有効にするかどうかによって、閉じかたが異なります。 
[適用]ボタンをクリックした後に、[キャンセル]ボタンまたは[閉じる] 
ポタン（〇)をクリックしても変更した設定を無効にすることはできませ 
ん。もう1度[オプション]画面を開いて設定しなおしてください。 


カテゴリだけを表示する画面 


Windows 77イ 
7 TW - ル 

システム 

多 

TAvtlMy 

饮今ティ 

ゲ▼口 

& 

職ブ 
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雛ザ 

棋微 

yMt FAX 

嗓 

彩 

プ w* 

音声 OS 

笔 

ハ 1ST 

的ス 


j 

フォント 

2-サ-トアカウ 

1 -為 r 
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喃 

音理ツ-ル 




嘴 恐® 

日付と時刻 

f 外 


一^^！ 
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つづく 

































[適用]ボタンをクリックして 
いない場合は、設定は何も 
変更されません。 


画面は閉じません。 


画面を閉じます。 

[適用]ボタンをクリックしていない 
場合は、設定は何も変更されません。 


変更した設定を有効にし、画面を閉じます。 
設定を変更すると、[閉じる]に変わる場合 
があります。 


m 


オプションから複数の画面を開いていた場合は、1つ前に表示されていた画 
面に戻ります。 

オプションの画面をすべて閉じると、[コント□-ルパネル]画面に戻ります。 

2 [コント□ールパネル]画面の[閉じる]ポタン （□) をクリッ 
クする 

[コント□—ルパネル]画面が閉じます。 


パソコンを再起動する 


( 


再起動とは、1度パソコン本体の電源を切り、自動的に再び電源を入れることです。 
設定を変更した後に、設定を有効にするにはノ（ソコンの再起動が必要な場合があり 
ます。 

再起動が必要な設定をした場合、再起動をするまでは変更が適用されません。シス 
テムが次に起動したときから設定が適用されます。 
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2 トラブル解消に役立つ操作 


nr 再起動しますか？ J と表示された場合の方法 

設定を変更した後に、次のようなメツセージが表示される場合があります。 


システム設定©変更 


[はい]ボタンをクリックする 

パソコンが再起動します。 


匿;自分で再起動する方法 


[スタート]①—[終了オプション]をクリックする② 

タブレット PC モデルや Windows XP Pro モデルでドメイン参加している 
場合、[終了オプション]は[シャットダウン]と表示されます。 


すべて®ブロクラム> 



□クオフ⑴ 

圈終了オプション ( u ) j ： 




■② 

■① 


2 [再起動]をクリックする 



み 


新しい設定を有効(ゴ5には、]ンピュータを再起肋す5必要があります。 
今すぐ再起動)しま寸か？ 


はい⑦ 


いいえ妙 
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【タブレット PC モデル、または Windows XP Pro モデルでドメイン参加 
している場合】 

[ Windows のシャットダウン]画面で v ボタンをクリックし①、[再起 
動]を選択し②、 [0 K ] ボタンをクリックしてください。 



-① 

-② 

(表示例) 


パソコンが再起動します。 


















3 トラブルが起こったときは 




バソコンの情報を見る/状態を診断する 


使用中のノ（ソコンにどのような機能があるか、また調子が悪い場合はどこに問題が 
あるのかを「東芝 PC 診断ツール」で調べることができます。 

_ 起動方法 

1[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -[ユー 
ティリティ] —[ PC 診断ツール]をクリックする 

「東芝 PC 診断ツール」が起動します。 

m パソコンを診断する 

1[診断ツール]タブで診断する項目をチェックし①、[診断開始]ボ 
タンをクリックする② 



確認のメッセージが表示されます。 

2 [はい]ボタンをクリックする 

チェックした項目を上から順番に診断します。 

チェック項目によっては、診断中にメッセージが表示されますので、確かめ 
て[はい]または[いいえ]/ [0K] または[キャンセル]ポタンをク 
リックしてくださし)。 

診断が終了すると、メッセージが表示されます。 [0K] ボタンをクリック 
してください。結果が表示されます。 

問題があった場合は、[ヘルプ]ポタンをクリックしてください。ヘルプ 
フアイルが起動し、主な解決方法が表示されます。 
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3 診断結果を保存する 

診断結果をファイルに保存できます。 

1[ファイルに保存]ボタンをクリックする 

2ファイルの保存場所とファイル名を指定し、[保存]ボタンをクリッ 
クする 

確認のメッセージが表示されます。 

3 [はい]ボタンをクリックする 

指定した場所にファイルが保存されます。 

m システムに関する情報を表示する 

1[東芝 PC 診断ツール]画面で、[基本情報]タブをクリックする 

本製品の基本情報が表示されます。 



表示される内容は、「東芝 PC 診断ツール」を起動した時点での設定内容で 
す。設定を変更した場合は、パソコン本体を起動しなおすと変更後の設定内 
容が表示されます。ただし、 [ CPU ] の項目には、搭載されている CPU の 
最大クロック数（固定値）が表示され、これはユーティリティなどによる設 
定値には影響されません。 

ヘルプの起動方法 _ 

1「東芝 PC 診断ツール」を起動後、[ヘルプ]ポタンをクリックする 
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ーフモードで起動する 


セーフモードで起動すると、パソコンが起動するために必要最低限のファイルのみ 
を読み込んで起動するので、特定の周辺機器などが原因でパソコンを起動できない 
場合などに、問題を解決できることがあります。アプリケーションの追加後に、エ 
ラーが起こった場合は、セーフモードで起動してから、追加したアプリケーション 
を削除してみてください。 

國操作方法 

1@キーを押しながら、電源を入れる 

2 画面に Windows 拡張オプションメニューが表示されたら、@キー 
から指を離す 

3 ① キーまたは ① キーで[セーフモード]を選択し、 fENTER) キー 


4 


を押す 

[Microsoft Windows XP Professional] または [Microsoft 
Windows XP Home Edition] が反転していることを確認し、 




( ENTER ) キーを 押す 

場合によっては、起動までに時間がかかります。 


正常な状態で起動しなおす 


周辺機器のドライバの更新中やシステム （0 S ) のアップデート中にトラブルが発生 
した場合、次の手順を行うと、前回正常に起動したときの構成で Windows を起動 
できます。 

m 操作方法 

1@キーを押しながら、電源を入れる 

2 画面に Windows 拡張オプションメニューが表示されたら、@キー 
から指を離す 

3 〔 D キーまたは d ) キーで[前回正常起動時の構成（正しく動作した 
最新の設定)]を選択し、担 NTER] キーを押す 


トラブルを解消するまで 
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つづく 












4 [Microsoft Windows XP Professional] または [Microsoft 
Windows XP Home Edition] が反転していることを確認し、 
〔 ENTER) キーを 押す 

前回正常に起動したときの構成で Windows が起動します。 

場合によっては、起動までに時間がかかります。 


回復コンソール 


Windows XP に重大な エラー が発生して起動できないような場合、回復コン ソール 
を使って起動環境の復元やファイルの救出などを行うことができます。 

回復コンソールは正常に機能しているときにインストールする必要があります。 
詳しい使用方法は『ヘルプとサボートセンター』で「回復コンソール」を検索し、 
確認してください。 

回復コンソールのインス I ル 

1[ スタート ]—[ ファイル名を指定して実行]をクリックする 

2 rc ： ¥windows¥i386¥winnt32.exe /cmdconsj と入力する 

3 [0K ] ポタンをクリックする 

[ Windows セットアップ]画面が表示されます。画面の指示に従ってイン 
ストールしてください。 

「ファイル XXXX .... を読み込めなかったため、アップグレードオプション 
は現在利用できません。....」というメッセージが表示された場合は、 [0 K ] 
ボタンをクリックしてください。回復コンソール開始の確認画面が表示され 
ます。 

インターネットに接続できない場合は、更新された Windows セットアップ 
をダウン□—ドすることができませんが、回復コンソールのインストールは 
そのまま続行することができます。 

回復コンソールの操作方法 

1 罨源を入れる 

パソコンを起動したときにオペレーティングシステムー覧が表示されます。 
通常、システムを起動する場合は 、 「Microsoft Windows XP Professional 」 
または 「Microsoft Windows XP Home Edition 」 を選択してください。 
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2 「Microsoft Windows XP 回復コンソール」を選択し' (ENTER 
キーを 押す 

画面のメッセージに従ってください。 

最後に 「 C :¥ WINDOWS >_」 が表示されます。 

3コマンドを入力する 

「 help 」 を入力すると、回復コンソールで入力できるコマンドの一覧が表示 
されます。 

各コマンドの説明については、『ヘルプとサボートセンター』でご確認くだ 
さい。 

回復コンソールを終了したい場合は 「 exit 」 と入力してください。パソコン 
が再起動します。 


トラブルを解消するまで 



2 章 


バックアップ 


バソコンが故障したり、誤って フ ァイルなどを削除し 
たときのためにパックアップを作成しましよう。ここ 
ではパックアップの説明と Outlook Express のパッ 
クアップ方法、 CD / DVD に データをコピーす る方 
法を紹介しています。快適にパソコンを使うために、 
あらかじめ胃売んでおいてください。 


1バックアップとは 34 
2 Outlook Express のパックアップをとる 37 
3 CD / DVD にデータのパックアップをとる 42 
4システム復元ツールのパックアップをとる48 



1 バックアップとは 


バックアップとは、八ードディスクやソフトウェアの故障などでファイルが使用でき 
なくなったときや、誤ってファイルを削除してしまったときのために、あらかじめ 
ファイルを八ードディスク以外の記憶メディア（外部記憶メディア）にコピーして 
おくことです。 

重要な内容は必ず、定期的にバックアップをとって保存してください。 

記憶内容の変化/消失など、ハードディスク、フロッピーディスク、 CD / DVD な 
どに保存した内容の損害については当社は一切その責任を負いませんので、あらか 
じめご了承ください。 

バックアップが必要なデータ 

パックアップをとることを推奨するデータには、次のようなものがあります。 

•システムの復元（リカバリ）ツール 
• 自分で作成したデータ 
• 送受信したメール 

• メールの アドレス帳 

• インターネットの[お気に入り] 

バックアップとして使用できる外部の記憶メディア 

パックアップ用に使用できる外部の記憶メディアは次のようなものがあります。 

•フロッピーディスク •記録用の CD/DVD メディア 

• SD メモリカードなどの外部記憶メディア 

お買い上げのモデルによっては、使用できるものとできないものがあります。 

^ 使用できる外部記憶メディアについて『応用にチャレンジ』 

記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フロッピーディスク、 CD / DVD な 
どに保存した内容の損害については当社は一切その責任を負いませんので、あらか 
じめご了承ください。 

ファイルやフォルダの容量によっては、メディアにすべて保存することができない 
場合があります。 

メモ 

インターネット接続の設定情報について 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップをとれません。 

プ□バイダから送られてきた書類は大切に保管し、設定に必要な情報を忘れな 
いようにしてください。 
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ファイルやフオルダのバックアップをとる 


自分で作成したファイルやフォルダは八ードディスクドライブや外部記憶メディア 
に保存されています。[マイドキュメント]内のファイルやフォルダも八ードディス 
クの [Documents and Setteings ] に保存されています。 

これらのファイルやフォルダは、そのままバックアップ用の外部記憶メディアにコ 
ピーすることができます。 DVD - RAM 以外の CD / DVD にパックアップのデータ 
を書き込む場合は、「本章3 CD / DV □にデータのパックアップをとる」を確認し 
てください。 

^ CD / DV □にバックアップのデータを書き込む 

「本章3 CD / DV □にデータのバックアップをとる」 


フアイルやフオルダの保存場所 


ファイルやフオルダは次の場所に保存されています。 


自分で作成したファイルや 

フォルダ 

保存先を忘れた場合は、[スタート]—[検索]で探 
すことができます。わかりやすい場所に保存してく 
ださい。 

[マイドキュメント] 

[マイコンピュータ]-八ードディスク （ C :)- 

[お気に入り] 

[Documents and Settings ] 内の各ユーザ名の 

[デスクトップ] 

フオルタに保存されています。 


ショートカットファイルは、リンク先のアプリケーションやファイルがなかった場 
合、使用できません。 

外部記憶メディアに保存したデータのパックアップをとる場合は、一度八ードディ 
スクドライブに保存してから、バックアップ用の外部記憶メディアにコピーするこ 
とをおすすめします。 
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【 バックアップのデータを 利用する】 

パックアップをとった[マイドキュメント]、[お気に入り]、[デスクトップ]を利 
用する方法を説明します。 

① [スタート]-[マイコンピュータ]をクリックする 

② （ C :) ドライブをダブルクリックする 

ドライブの内容が表示されていない場合は、[このフォルダの内容を表示する]を 
クリックしてください。 

③ [Documents and Settings ] フォルダをダブルクリックする 

④ パックアップしたデータを利用するユーザのフォルダをダブルクリックする 

⑤ 保存した[マイドキュメント]、[お気に入り]、[デスクトップ]フォルダを、 
ユーザのフォルダ内のそれぞれのフォルダに上書きする 
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2 Outlook Express のパックアッフをとる 

送受信したメール、メールフォルダ、メー ルアカウント、登録したアドレス帳の 
パックアップをとることができます。 

ここでは 、 Outlook Express のバックアップ方法と、バックアップしたデータの復 
元方法を説明します。 

Outlook Express の使いかたについて《できる dynabook ) 

_ メールアカウントのバックアップ方法 

1メニューバーの[ツール]—[アカウント]をクリックする 

[インターネットアカウント]画面が表示されます。 

2 [メール」タブをクリックし、バックアップしたいアカウントをク 
リックする 

3 [エクスポート]ボタンをクリックする 

[インターネットアカウントのエクスポート]画面が表示されます。 

4 [保存する場所]でバックアップするメディアを選択する 

選択する前にパックアップ用の外部記憶メディアをパソコンにセットしてく 
ださい。 

DVD - RAM 以外の CD/DVD メディアは、直接保存することができませ 
ん。その場合は、デスクトップを選択してください。 

5ファイル名を入力して、[保存]ポタンをクリックする 

メー ルアカウントが iaf ファイルとして保存されます。 

デスクトップにファイルを保存した場合は、そのファイルをパックアップ用 
の外部記憶メディアにコピーしてください。 

6 [閉じる]ポタンをクリックする 

【バックアップをとつた iaf ファイルを Outlook Express で読み込む】 

① 「Outlook Express 」 を起動する 

② メニューバーの[ツール]—[アカウント]をクリックする 
[インターネットアカウント]画面が表示されます。 

③ [メール」タブをクリックし、[インポート]ボタンをクリックする 
[インターネットアカウントのインポート]画面が表示されます。 

④ [ファイ)レの場所]でノ（ックアップした外部記憶メディアを選択する 

選択する前にパックアップした外部記憶メディアをパソコンにセットしてください。 

⑤ 復元したいメールアカウントのファイルを選択し、[閉じる]ボタンをクリックする 
[インターネットアカウント]画面に復元したアカウントの名前が表示されます。 


パックアツプ 
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2 電子メールのバックアップ方法 

1デスクトップ上の何もないところで右クリックし、表示されたメ 
ニューから[新規作成]—[フォルダ]をクリックする 

フォルダ名を入力してください。わかりやすい名前をつけることをおすすめ 
します。 

2 「Outlook Express 」 を起動する 

手順1で作成したフォルダが Outlook Express 画面を開いた状態でも見え 
るように Outlook Express 画面の位置を調整してください。 

3 Outlook Express 画面の[フォルダ]の一覧から、パックアップ 
をとりたいメールフォルダをクリックする 

右側の画面に選択したメールフォルダに保存されているメールの一覧が表 
示されます。 

4右側の画面に表示されたメールの一覧からメールをクリックする 

メールが 選択されます。 

必要な メールが 複数ある場合は、 （_ D キーを押しながら、必要なメールを 
クリックしてください。 

メールフォルダ内のすべてのメールが必要な場合は、メールをひとつクリッ 
クして、メニューパーの[編園—[すべて選択]をクリックしてください。 
フォルダ内のメールがすべて選択された状態になります。 

5選択されたメールを手順1で作成したフォルダへドラッグアンドド 
□ップする 

フォルダ内に電子メールが eml ファイルとして保存されます。フォルダを 
開き保存されたファイルを確認してください。添付ファイルがあった場合 
は、添付ファイルが付属された状態で保存されます 。 「Outlook Express 」 
の元のメールは削除されません。 

eml ファイルをパックアップ用の外部記憶メディアに保存してください。 
「本章 1-0 ファイルやフォルダのパックアップをとる」 

【バックアップをとった eml ファイルを Outlook Express で読み込む】 

① 「Outlook Express 」 を起動する 

② メ レデータのノ（ックアップを取 って おいたフォルダを開く 

開いたフォルダが Outlook Express 画面を開いた状態でも見えるように 
Outlook Express 画面の位置を調整してください。 
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2 Outlook Express のパックアップをとる 


③ メニューバーの[編集]をクリックし、表示されたメニューから[すべて選択] 

をクリックする 

フォルダ内のすべてのメールのファイルが選択されます。 

すべてのメ _) レを読み込ませたくない場合は、必要なファイルだけ選択してくだ 
さぃ。 

④ 選択されたメールを 「Outlook Express 」 の[フォルダ]の一覧にある復元した 
いフォルダへドラッグアンドドロップする 

⑤ メールをドロップしたフォルダをクリックし、右側の画面に手順③で選択された 
メールの一覧の内容が表示されることを確認する 

m メールフォルダのバックアップ方法 

「Outlook Express 」 のメールフォルダは、 DBX ファイルに保存されています。 
メールフォルダ内のすべてのメールを保存していますが、 DBX ファイルのみで直接 
メールを見ることはできません。 

1メニューバーの[ツール]—[オプション]をクリックする 

[オプション]画面が表示されます。 

2 [メンテナンス]タブで[保存フォルダ]ポタンをクリックする 

[保存場所]画面が表示されます。 

3 [個人メッセージストアは下のフォルダに保存されています：]に 
表示されたパスをコピーする 

1 てスが長くてすべて表示されていない場合もあります。0キーを押して文 
字列をスクロールすると、続きが表示されますので、すべてのパスをコピー 
するようにしてください。 

4 [スタート]—[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

5 [名前]欄に手順3でコピーしたパスを貼り付け、 [0 K ] ボタンを 
クリックする 

「Outlook Express 」 で使用している DBX ファイルの保存してあるフオル 
ダが表示されます。 

拡張子が r . dbxj のファイルをすべてバックアップ用のメディアに保存し 
てください。 

バックアップをとるときは 、 「Outlook Express 」 を終了してから行つてく 
ださい。 

^「本章 1-0 ファイルやフォルダのバックアップをとる」 
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バックアップ 


【バックアップをとった DBX ファイルを Outlook Express で読み込む】 

① メニューパーの[ファイル]-[インポート]-[メッセージ]をクリックする 

② [プ□グラムの選択]画面で、 [Microsoft Outlook Express 6 ] を選択し、 
[次へ]ボタンをクリックする 

③ [場所の指定]画面で [Outlook Express 6ストアディレクトリからメールをイ 
ンポ_卜する]をチェックする 

④ [0 K ] ボタンをクリックする 

⑤ パックアップ手順でメッセージを保存した場所（フロッピーディスクなど）を指 
定し、[次へ]ポタンをクリックする 

⑧[フォルダの選択]画面で、[すべてのフォルダ]をクリックする、または[選択 
されたフォルダ]をクリックして読み込ませたいメールフォルダを選択して、[次 
へ]ポタンをクリックする 
[インポートの完了]画面が表示されます。 

⑦[完了]ボタンをクリックする 

メールのインポートを行った場合、同じメールは上書きされません。インポート 
作業が完了したあと同じ内容のメールが重複して存在する場合があります。この 
場合、必要に応じて手動でメールの削除を行ってください。 

8E Outlook Express のアドレス帳のバックアップ方法 

1 メニューパーの [ファイル]— [エ クス ポート ]— [アドレス帳] 
をクリックする 

[アドレス帳エクスポートツール]画面が表示されます。 

2 [テキストファイル （ csv )] を選択し、[エクスポート]ボタンを 
クリックする 

[CSV のエクスポート]画面が表示されます。 

3 [参照]ボタンをクリックする 

[名前を付けて保存]画面が表示されます。 

4 [保存する場所]にパックアップ先を指定し、[ファイル名]にファ 
イル名を入力する 

5 [保存]ボタンをクリックする 

[CSV のエクスポート]画面に戻り、[エクスポート先のファイル名]にパ 
スが入力されます。 

6 [次へ]ボタンをクリックする 
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2 Outlook Express のバックアップをとる 


7 [エクスポートするフィールドを選択してください]で、バックアッ 
プをとりたい項目をチェックする 

8 [完了]ボタンをクリックする 

「アドレス帳のエクスポートは正常に完了しました」のメッセージが表示さ 
れます。 

9 [0 K ] ポタンをクリックする 

[アドレス帳エクスポートツール]画面に戻ります。 

10 [閉じる]ボタンをクリックする 

【バックアップをとつたアドレス帳を Outlook Express で読み込む】 

① メニューパーの[ファイル]—[インポート]—[ほかのアドレス帳]をクリッ 
クする 

[アドレス帳インポートツール]画面が表示されます。 

② [テキストファイル （ CSV )] を選択し、[インポート]ボタンをクリックする 
[ CSV のインポート]画面が表示されます。 

③ [参照]ボタンをクリックする 
[ファイルを開く]画面が表示されます。 

④ [ファイルの場所]と[ファイル名]に、バックアップしたファイル名を指定する 

⑤ [開く]ボタンをクリックする 

[ CSV のインポート]画面に戻り、[インポートするファイルの選択]にパスが入 
力されます。 

⑧[次へ]ボタンをクリックする 

⑦ [インポートするフィールドの割り当て]を変更する場合は、[割り当ての変更] 
ボタンをクリックして設定する 

⑧ [完了]ボタンをクリックする 

読み込みたい Outlook Express のアドレス帳に同じ連絡先がある場合は、[上書 
きの確認]画面が表示されます。表示に従って操作してください。 

「アドレス帳のインポートは正常に完了しました」のメッセージが表示されます。 

⑨ [ OK ] ボタンをクリックする 

[アドレス帳インポートツール]画面に戻ります。 

⑩ [閉じる]ボタンをクリックする 
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バックアップ 


3 CD / DVD にデータのバックアップをとる 


本製品では添付の 「 RecordNow !」、「 DLA 」 を使って、記録用の CD / DVD に 
データのパックアップをとることができます。 

購入したモデルやアプリケーションによって、使用できないメディアがあります。 
「 RecordNow !」、「 DLA 」 の操作をする前に、次の表と『応用にチャレンジ1章本 
体の機能』のドライブの節を読んで、使用できるメディアを確認してください。 

〇：使用できる x :使用できない 


アプリケーション 



RecordNow ! 






DLA 

メディアの種類 

CD-R 

DVD - R * 2 

DVD + R * 2 

CD-RW 

DVD - RW * 1 . 2 

DVD + RW * 1 . 2 

DVD - ROM & CD-R 
/ RW ドライブモデル 

〇 

X 

X 

〇 

X 

X 

DVD スーパー 
マルチドライブモデル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


* 1実際に書き換えできる回数は、メディアの状態や書き込み方法により異なります。 
* 2使用するメディアによっては、読み出しができない場合があります。 


「 DLA 」 は、 CD / DVD にデータを書き込むことができるパケットライトソフトです。 
[マイコンピュータ]で目的のファイルやフォルダをドライブにコピーすると、パソ 
コンで作成した文書データなどのファイルを CD - RW 、 モデルによっては DVD - RW 、 
DVD + RW にも書き込むことができます。 

「 DLA 」 で フォー マットしたメディアにのみ書き込むことができます。 

「 DLA 」 を使った フォー マット、設定方法は《サイパーサボート（検索）： DLA 》 を 
ご覧ください。 

CD - R 、 CD - RW などにバックアップをとった場合、そのデータは書き込み不可に 
なっている場合があります。この場合、パックアップをとったデータを使うときに 
は、1度八ードディスクドライブなどにコピーしてからそのデータを右クリック— 
[プ□パティ]で、[読み取り専用]のチェックをはずしてください。 

メモ 

DVD スーパーマルチドライブモデルでは、 DVD - RAM にもバックアップをと 
ることができますが、 「 RecordNow !」、「 DLA 」 では DVD - RAM にデータを書 
き込むことができません。 DVD - RAM にデータを書き込む場合は、[マイコン 
ピュータ]で目的のファイルやフォルダをドライブにコピーしてください。 

^ ドライブについて『応用にチャレンジ1章本体の機能』 
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書き込む前に 

記録用の CD / DV □に書き込みを行うときは、 「 RecordNow !」、「 DLA 」 を使用して 
くださし、本製品に添付の 「 RecordNowl 」、「 DLA 」 以外のライティングソフトウェ 
アは動作保証していません。 Windows 標準の CD 書き込み機能や市販のライティング 
ソフトウェアは、使用しないでください。 

CD / DVD に書き込みを行うときは、次の注意をよく読んでから使用してください。 
守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれがあります。また、ドライブへの 
ショックなど本体異常や、メディアの状態などによっては処理が正常に行えず、書き 
込みに失敗することがあります。 

• CD - RW 、 CD - R に書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応したメディ 
アを使用して<だ'さし'!。 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R に書き込むと 
きには、それぞれの規格に準拠したメディアを使用してください。また、推奨す 
るメーカのメディアを使用してください。 

^ CD / DV □について『応用にチャレンジ1章本体の機能』 

• バッテリ駆動で使用中に書き込みを行うと、パッテリの消耗などによって書き込 
みに失敗するおそれがあります。必ず AC アダプタを使用してバソコン本体を電 
源コンセントに接続して使用してください。 

■書き込みを行うときは、本製品の省電力機能が働かないようにしてください。ま 
た、スタンノ（イや休止状態を実行しないでください。 

^ 省電力機能について『応用にチャレンジ4章パッテリ駆動』 

• 次に示すような、ライティングソフトウェア以外のソフトウェアは終了させてく 
ださい。 

■ スクリーンセーパ 
■ ウイルスチェックソフト 

• ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティリティ 
•モデムなどの通信アプリケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモリカード、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 USB 接続など 
の八ードディスクドライブなど、本製品の内蔵八ードディスク以外の記憶装置に 
あるデータを書き込むときは、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに 
保存してから書き込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保存し 
てから書き込みを行ってください。 

•「 RecordNow !」 は、パケットライト形式での記録機能は備えていません。 

•本製品に付属している 「 RecordNow !」 を使用して DVD - Video 、 DVD - Audio を 
作成することはできません。 
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Microsoft® Windows®98 SECOND EDTION operating system 日本語版を示します 0 
Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本語版を示します。 
Microsoft® Windows NT® Wo 「 kstation4 ■〇 operating system 日本語版を示します。 
Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 日本語版を示します。 


• 書き込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な 
DVD メディアを使用してください。 

例） DVD - RW — DVD-RW 
DVD+RW — DVD+RW 

•著作権保護されている DVD - Vide ◦を 「 RecordNow !」 を使用してバックアップ 
を作成しても、作成されたメディアで映像を再生することはできません。 

• TRecordNowU を使用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW から DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD + RW 、 DVD + R にパ'ックアップを作成することはできません。 

• TRecordNowlJ を使用して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD + RW 、 DVD + R から CD - R 、 CD - RW へバックアップを作成することはでき 
ません。 

• TRecordNowU を使用して、他のソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレコーダ 
で作成した DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R のバックアップを作成で 
きないことがあります。 

• DVD - R 、 DVD + R にデータを追言己した場合、その DVD - R 、 DVD + R を他のノ V ° ソ 
コンやドライブで読もうとしたとき、 0 S やドライブの制限により、記録されてい 
るすべての内容を読み出せないことがあります 。 Windows 98 SE* 1 、Windows 
Me * 2 などの16ビット系 0 S では DVD - R 、 DVD+R メディアに追記されたデー 
夕を読むことはできません 。 Windows NT 4.0* 3 では Service Pack 6以降、 
Windows 2000 * 4 では Service Pack 2以降が必要です。また、 DVD-ROM 
ドライブ、 DVD - R 0 MSCD - R / RW ドライブの種類によっては追記したデータを 
読むことができないものがあります。 


12 3 4 

氺氺氺氺 
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書き込み/削除を行うにあたって^^^^^^ 

■タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーザを切り替える、画面の解像 
度や色数の変更など、バソコン本体の操作を行わないでください。 

• パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

^周辺機器について『応用にチャレンジ3章周辺機器の接続』 

• パソコン本体から携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。 
•重要なデータについては、書き込み終了後、必ずデータが正しく書き込まれたこ 
とを確認してください。 

•「 RecordNow !」 で、重要なデータを書き込む場合は、次の設定を行ってくださ 
し、。正常に書き込まれていることを確認できます。 

① 「 RecordNow !」 を起動し、 RecordNow ! コンソールの[オプション]ボタン 
(&) をクリックする 

[オプション]画面が表示されます。 

② 画面左側の一覧の「データ」をクリックする 

③ [データオプション]の「書込み後、ディスクに書き込まれたデータをベリ 
フアイする」をチェックする 

④ [0 K ] ボタンをクリックする 


1起動方法 

1[スタート]—[すべてのプ□グラム]- [ Sonic ]— 
[ RecordNow !] -► [ RecordNow !] をクリックする 

fRecordNowU が起動します。 






fRecordNowlJ の操作画面 


_ RecordNow! コンソール 

ドライブやメディアの情報を表示します。 

IZTHjjZ 313 

没 

_ b 

V I ▲ i| —— I 


プロジェクトタブ 

「RecordNow !」では目的によって、 
プロジェクトと呼ばれる書き込み方法 
が複数あります。 

それぞれのタブをクリックするとプロ 
ジェクトウインドウにプロジェクトの 
リストが表示されます。 


-プロジェクトウインドウ 

CD/DVD の作成方法の説明が表示されます。 

圖 CD/DVD にデータを書き込む 

バックアップしたいデータを CD / DVD に書き込みます。 

すでに 「 RecordNow !」 で作成した CD / DVD にデータを追加したい場合は、あ 
らかじめ書き込みを始める前に CD / DVD をドライブにセットしておいてくださ 
い。 

すでに記録されているデータを消去してもよい場合や、データがない場合は手順4 
でちセットできます。 

1 RecordNow ! コンソールの[データプロジェクト]タブ( ン I ) 
をクリックする 

データ用のプロジェクトウィンドウに切り替わります。 

2プ□ジェクトウィンドウの[データディスク] () をクリック 
する 


Sonic Record Now; • 、みノ <_1 - 

1 はじめに 

1 . このメッセージの上Iこ®るゴロジェクトタブをクリックします。 

2. レコーディングするゴロジ: L クトおよびファイルまたは楽曲を逞択します。 

3 . ディスクに害き込みます。 

クィック如-卜 uyc > 

砂力ーオーディオゃ家庭用ゴレィヤーで再生可能なオーディオ CD 
^データディスク 
、ノ y ックアッゴ 

ユ ー 亍ィ ij ティ - 

发ディスクの消去 
^ディスクのファイナライズ 
濞ディスク瞎報の取得 


XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX (X:) ▼ 

ディスクを挿入してください。 
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3 CD/DVD にデータのバックアップをとる 


3記録するファイルやフォルダをプロジェクトウインドウにドラッグ 
アンドド□ップする 

プ□ジェクトウィンドウの一覧にドラッグしたファイル名が表示されます。 
また、[フォルダとファイルを追加]ボタンをクリックすると[追加する 
ファイルとフォルダを選択]画面が表示され、記録したいファイルやフォル 
ダを選択することができます。 

4 [書込み]ボタン（、>)をクリックする 

CD / DVD をセットしていない場合は、ドライブのディスクトレイが自動 
的に開いて、メッセージ画面が表示されます。 CD / DV □をセットして、 
[0 K ] ボタンをクリックしてください。書き込みが開始されます。 
書き込みが終了すると、ドライブのディスクトレイが自動的に開きます。 

5 [完了]ボタンをクリックする 

ヘルプの起動方法 _ 

【方法1】 

1[スタート]—[すべてのプ□グラム]— [ Sonic ]— 

[ RecordNow !] -► [ RecordNow ! ヘルプ]をクリックする 

【方法2】 

1 RecordNow ! コンソールの[ヘルプ]ポタン （ 丫ン ） をクリック 
する 

2表示されたメニューの [ RecordNow ! のヘルプ]をクリックする 

「 RecordNow !」 のヘルプが表示されます。 



バックアップ 


4 システム復元ツー〗 UD バックアップをとる 


パソコン本体には、システムやアプリケーションを購入時の状態元するための 
システム（リカバリツール）が内蔵されています 。 「Recovery Disc Creator 」 を 
使ってリカパリディスクを作成し、あらかじめ、システム復元（リカパリ）ツール 
のパックアップをとっておくことをおすすめします。 


【 QosmioPlayer のリカバリディスクを作成する】 

* Qosmio シリーズの場合のみ 

「Recovery Disc Creator 」 を使って 「 QosmioPlayer 」 のリカバリディスクを作 
成することもできます。 「 QosmioPlayer 」 は、システムの復元を行っても復元され 
ません。 「 QosmioPlayer 」 を削除してしまったときなど、購入時の状態に戻したい 
場合は 、 「Recovery Disc Creator 」 でリカバリディスクを作成してから再インス 
卜ールを行ってください。 

QosmioPlayer の再インストールについて 
『応用にチャレンジ1章本体の機能』 




「Recovery Disc Creator 」 を使ってリカバリディスクなどを作成するときは、 
他のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

また、 「 RecordNow !」 をアンインストールした場合は 、 「Recovery Disc 
Creator 」 が使用できません。必ず、 「 RecordNow !」 をインストールした状 
態で行ってください。 


メモ 

•システム復元（リカパリ）ツールは、 CD / DV □メディアにバックアップを 
とることができます。お買い上げのモデルによっては、メディアに使用でき 
るも)のとできないものがあります。 

^使用できる CD / DV □メディアについて 
『応用にチャレンジ1章本体の機能』 

• C □メディアにパックアップをとる場合は、 650 MB 以上の容量のものをご 
使用ください。 


システム復元ツール、または 「 QosmioPlayer 」 のリカパリディスクを作成するに 
は、以降の説明を参照してください。 











4 システム復元ツールのバックアップをとる 


X 起動方法 


1[スタート]—[すべてのプ□グラム]—[リカパリメデイア作成ツー 
ル] をクリックする 

「Recovery Disc Creator 」 が起動します。 



ディスクの種類 
作成す るディスクの 種類が 
PJ カパ ’ LJXXX 」 と表示され 
ます。続けて「ディスクXX 」 
と デイ スタの番号が表示され 
ます。 


(表示例) 


「Recovery Disc Creator 」 で作成するディスクの種類は、モデルによって異なり 


ます。 

DVD 書き込み機能のあるモデルの場合は、リカバリ DVD が作成されます。 
C □書き込み機能のみあるモデルの場合は、リカバリ C □が作成されます。 


【 Qosmio Player のリカバリディスクを作成する場合】 

* Qosmio シリーズの場合のみ 

画面に 「 QosmioPlayer リカバリ CD ディスク」と表示されていない場合は、画面 
上部の[タイプ]で 「 CD 」 をチェックしてください。 

「 QosmioPlayer 」 のリカバリディスク作成画面が表示されます。 



JM7: ©CD 〇 DVD 


名肘 

5イ7 逢枝状 iH: 

0 QosmioPlayeiyWUCD デ1•スウ 

CD 


(表示例) 
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2 リカバリディスクを作成する 

1[名前]で作成するディスクをチェックする （0) 

チェックボックスにチェックがついているディスクを作成します。作成する 
必要のないディスクは、チェックをはずしてください。 

2 CD/DVD メディアをセットする 

3 [書込み]ポタンをクリックする 

書き込みが開始され、[進渉状況]に「ディスクに書込み中...」と表示され、 
画面下に残りの時間が表示されます。 

書き込みを途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリックしてく 
ださい。 

4 メッセージを確認し、 [0 K ] ポタンをクリックする 

書き込みが終了すると、ドライブのディスクトレイが自動的に開きます。 
作成するディスクが複数枚ある場合は、メッセージに従って CD/DVD メ 
ディアを入れ替えてください。作成したディスクの種類（リカパリディスク 
など）と番号がわかるように、ディスク作成後は、忘れずに 「XXXXXX 
ディスク XX 」とレーベルをつけてください。システムを復元するとき、こ 
の番号通りにディスクを使用しないと、システムは正しく復元されません。 
必ずディスク番号がわかるようにレーベルをつけてください。 

5 [閉じる]ポタン （ 」）をクリックする 

[Recovery Disc Creator ] 画面が閉じ、ディスクの作成を終了します。 

作成したリカパリディスクは、大切に保管してください。紛失してしまった場合は、 
東芝 PC ダイヤル （ H 章 1- ❷東芝 PC ダイヤル」参照）にご相談ください。 

リカバリディスクからシステムを復元する操作手順については、「4章2-❷ -1- リカ 
バリディスクからシステムを復元する」を参照してください。 
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3 章 

Q&A 集 

トラブルの具体的な解消方法を、トラブルの起こつ 
た部位や場面ごとに Q & A 形式で説明しています。 
また、 Q & A 集はサイバーサポートでも見ることが 
できます。パソコンの操作ができるときは、サイ 
バーサポートも活用してください。 



[ 鼋源を入れるとき/切るとき】 


鼋源スイッチを押す、またはスライドしても反応しない 


A 電源スイッチを押す、またはスライドする時間が短いと電源が入らないことがあ 
ります。 

Power LED が緑色に点灯するまで押し続けてください。 


1度電源が入りかけるがすぐに切れる 
電源が入らない 


(Battery LED がオレンジ色に点滅しているとき） 

A バッテリの充電量が少ない可能性があります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用できません） 

• 充電済みのノ（ッテリパックを取り付ける 

^ バッテリの充電について『応用にチャレンジ4章パッテリ駆動』 

(DC IN LED がオレンジ色に点滅しているとき） 

A 電源の接続の接触が悪い可能性があります。 

パッテリパックや AC アダプタを接続し直してください。 

^ パッテリパックの取り付け/取りはずし 
『応用にチャレンジ4章バッテリ駆動』 

^ AC アダプタの接続 

『さあ始めよう1章3 Windows のセットアップ』 

A パソコン内部の温度が一定以上に達すると保護機能が働き、システムが自動的に 
停止します。 

パソコン本体が熱くなってし、る場合は、涼しい場所に移動するなどして、バソコ 
ンの内部温度が下がるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風 
孔のまわりには物を置かないでください。 

それでも電源が切れる場合は、保守サービスに連絡してください。 


電源を入れたが、システムが起動しない 


A 起動ドライブを八ードディスクドライブ以外に設定した場合に、システムの入つ 
ていないメディアがセツトされている可能性があります。 


52 


システムが入つているメディアと取り替えるか、またはドライブからメディアを 
取り出してから、何かキーを押してください。 

それでも正常に起動しない場合は、強制終了してください。強制終了の方法は、 
「本章電源を入れるとき/切るとき- Q . [終了オプション]や[シャットダウ 
ン]から電源が切れない」を確認してください。 

強制終了した後、キーを押しながら電源を入れてください。表示されたアイ 
コンの中からシステムの入つているドライブ（通常は八ードディスクドライブ） 
を©©キーで選択し、 ( iNTER 〕 キーを押すと、システムが起動します。 


A 史8)キーを押しながら電源を入れると、正常な状態で起動しなおすことができま 
す。 

^ 詳細について「1章3-❸正常な状態で起動しなおす」 


[終了オプション]や[シャツトダウン]から 
電源が切れない 


A @TRg + fAl_T) + (5EL ^—、 または Windows セキュリティタブレットボタン 
を押して、電源を切ってください。 

この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 

•タブレット PC モデル、または Windows XP Pro モデルでドメイン参加して 
いる場合 

① fcTRO + ( JUT )+ fBiU ) キー、または Windows セキュリティタブレットボ 
タンを押す 

[Windows のセキュリティ]画面が表示されます。 

② [シャットダウン]ボタンをクリックする 

タッチパッドやマウス、タブレットペンで操作できない場合は、 ( ALT )+( S ) 
キーを押してください。 

③ [シャットダウン]を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

タッチパッドやマウス、タブレットペンで操作できない場合は、 （n キーや m 
キーで[シャットダウン]を選択し、 〔ENTE 印キーを押してくださし)。 

プ□グラムを強制終了し、電源が切れます。 

• Windows XP Home モデル、またはタブレット PC モデルや Windows XP 
Pro モデルでドメイン参加していない場合 

① fCT ^ E )+(^ m +( t ^ U ) キ ー 、または Windows セキュリティタブレットボ 
タンを押す + 

[Windows タスクマネージャ]画面が表示されます。 

② メニューパーの[シャットダウン]をクリックする 

タッチパッドやマウス、タブレットペンで操作できない場合は、 @ LT 〕+(2) キー 
を押してください。 



電源を入れるとき/切るとき 
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つづく 





















③[コンピュータの電源を切る]をクリックする 

タッチパッドやマウス、タブレットペンで操作できない場合は、©キーを押 
してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源が切れます。 

A (^?^)+阮フ〇+(510キー、または Windows セキュリティタブレットポタン 
を押しても反応がない場合は、電源スイッチを5秒以上押す、またはスライド 
してください。 

この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 

A (^1^0+反じ〇+(^10キー、または Windows セキュリティタブレットポタン 
を押しても反応がない場合は、電源スイッチを5秒以上押す、またはスライド 
してください。 

この場合、保存されていないデータは消失します。 


使用中に突然電源が切れてしまつた 


A パソコン内部の温度が一定以上に達すると保護機能が働き、システムが自動的に 
停止します。 

パソコン本体が熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、バソコ 
ンの内部温度が下がるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風 
孔のまわりには物を置かないでください。 

それでも電源が切れる場合は、保守サービスに連絡してください。 


A バッテリ駆動で使用している場合、バッテリの充電量がなくなった可能性があり 
ます。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

■本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用できません） 

• 充電済みのノ（ッテリパックを取り付ける 

^ バッテリの充電について『応用にチャレンジ4章パッテリ駆動』 


しばらく操作しないとき、電源が切れる 


A Power LED が点灯している場合、表示自動停止機能が働いた可能性があります。 

画面には何も表示されませんが実際には電源が入っていますので、電源スイッチ 
を押したり、スライドしたりないでください。 

河 PD キーやキーを押す、またはタブレツ トペン、タッチパッドを操 
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作すると表示が復帰します。外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰 
するまでに10秒前後かかることがあります。 


A Power LED がオレンジ色に点滅しているか、消灯の場合、自動的にスタンバイ 
または休止状態になつた可能性があります。 

—定時間パソコンを使用しないときに、自動的にスタンパイまたは休止状態にす 
るように設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを押す、またはスライドしてください。 

また、次の手順で設定を解除できます。 

① [コント□—ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
クする 

② [東芝省電力]をクリックする 

③ [プ□ファイル]で利用するプ□ファイルを選択する 

④ [基本設定]タブで[システムスタンパイ]および[システム休止状態]の 
チェックをはずす 

⑤ [0 K ] ボタンをクリックする 



間違って電源を切ってしま 


A パソコンを終了する場合は、[スタート]メニューから行います。 

パソコンが処理をしている最中 （Disk LED が点灯中）に電源が切れてしまうと、 
八ー ドディスクが故障する場合がありますので、正しい終了手順を守ってくださ 
い。 


•タブレット PC モデル、または Windows XP Pro モデルでドメイン参加して 
いる場合 

① [スタート]—[シャットダウン]をクリックする 

② [シャットダウン]を選択する 

③ [0 K ] ポタンをクリックする 

• Windows XP Home モデル、またはタブレット PC モデルや Windows XP 
Pro モデルでドメイン参加していない場合 

① [スタート]—[終了オプション]をクリックする 

② [電源を切る]をクリツクする 


正しい終了手順に従わずに強制終了した後、バソコンの動作に少しでも異常が起 
こった場合はエラーチェック（八ードディスクの検査）を行ってください。 

^ エラーチェックの方法「本章その他- Q . セーフモードで起動した」 



【画面/表示】 


画面に何も表示されない 


(Power LE □が消灯、またはオレンジ色に点滅している場合） 

A 電源が入っていないか、スタンバイまたは休止状態になっています。 

電源スイッチを押す、またはスライドしてください。 


電源は入つているが、画面に何も表示されない 


(Power LED が緑色に点灯している場合） 

A 表示自動停止機能が働いた可能性があります。 

画面には何も表示されませんが実際には電源が入っていますので、電源スイッチ 
を押したり、スライドしたりしないでください。 

(§ Hirr ) キーやキーを押す、またはタブレットペン、タッチパッドを操 
作すると表示が復帰します。外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰 
するまでに10秒前後かかることがあります。 


A インスタントセキュリティ機能が働いた可能性があります。 

次の操作を行ってください。 

參[画面のプ□パティ]の[スクリーンセーパー]タブで[パスワードによる 
保護]、または[再開時にようこそ画面に戻る]をチェックしていない場合 

固 HIFT ] キーや 〔 CTRQ キーを押すか、タブレットペン、タッチパッドを操作 
してください。 

參[画面のプ□パティ]の[スクリーンセーパー]タブで[パスワードによる 
保または[再開時にようこそ画面に戻る]をチェックしている場合 

① キーやキーを押すか、タブレットペン、タッチパッドを 
操作すス 

複数のユーザで使用している場合は、ユーザ名選択画面が表示されますの 
で、□グオンするユーザ名をクリックしてください。 

② ノてスワードの入力画面に Windows のログオンノくスワードを入力し、 (§ NTEF 0 
キーを押す 

Windows ログオンパスワードの入力 

『さあ始めよう4章卜 ❷ Windows ログオンパスワードの入力』 

A 表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

キーを3秒以上押し続けてください。表示装置が本体液晶ディスプ 
レイに切り替わります。 

^詳細について『応用にチャレンジ3章周辺機器の接続』 


















【キーポー ド】 



A システムが処理中の可能性があります。 

ポインタが砂時計の形 （ 1 ) をしている間は、システムが処理をしている状態 
のため、キーボードやタブレットペン、タッチパッドなどの操作を受け付けない 
ときがあります。システムの処理が終わるまで待ってから操作してください。 



A 次の手順で[スタート]メニューから再起動してください。 

•タブレット PC モデル、または Windows XP Pro モデルでドメイン参加して 
いる場合 

① [スタート]—[シャットダウン]をクリックする 

② [再起動]を選択する 

③ [0 K ] ボタンをクリックする 

• Windows XP Home モデル、またはタブレット PC モデルや Windows XP 
Pro モデルでドメイン参加していない場合 

① [スタート]—[終了オプション]をクリックする 

② [再起動]をクリックする 

A [スタート]メニューから再起動できない場合は、 (5两〇 +(^?)+(5^〇キー' 
または Windows セキュリティタブレットポタンを押して、再起動してください。 

この場合、保存されていないデータは消失します。 

•タブレット PC モデル、または Windows XP Pro モデルでドメイン参加して 
いる場合 

① (^ T ^ Q +(^ rn + rB 百 T 1 キ ー 、または Windows セキュリティタブレットボ 
タンを押す 

[Windows のセキュリティ]画面が表示されます。 

② [シャットダウン]ボタンをクリックする 

タッチパッドやマウス、タブレットペンで操作できない場合は、 [ ALT )+( S ) 
キーを押してください。 

③ [再起動]を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

タッチパッドやマウス、タブレットペンで操作できない場合は、 ro キーや m 
キーで[再起動]を選択し、 〔 ENTER 〕 キーを押してくださし、。 

プ□グラムを強制終了し、電源が切れます。 










• Windows XP Home モデル、またはタブレット PC モデルや Windows XP 
Pro モデルでドメイン参加していない場合 

① f 5 T ^ E )+(^ Cn +^5 EE )キー、または Windows セキュリティタブレットボ 
タンを押す 

[ Windows タスクマネージャ]画面が表示されます。 

② メニューバーの[シャットダウン]をクリックする 

タッチパッドやマウス、タブレットペンで操作できない場合は、 @ Lt )+© キー 
を押してください。 

③ [再起動]をクリックする 

タッチパッドやマウス、タブレットペンで操作できない場合は、@キ_を押 
してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源が切れます。 


A ( CTRL )+ fALT )+( DEL )^-. または Windows セキュリティタブレットポタン 
を押して再起動できない場合は、電源スイッチを5秒以上押す、またはスライ 
ドしてください。 

電源が切れます。この場合、保存されていないデータは消失します。 

しばらくしてから電源を入れ直してください。 

強制終了した後パソコンの動作に少しでも異常が起こった場合は、エラーチェッ 
ク（八ードディスクの検査）を行ってください。 

_エラーチェックの方法「本章その他- Q . セーフモードで起動した」 


ポードに飲み物をこぼしてしまつた 


A 飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消失 
などのおそれがあります。もし、液体がパソコン内部に入ったときは、ただちに 
電源を切り、 AC アダプタとバッテリパックを取りはずして、購入店、または保 
守サービスにご相談ください。 


【タブレッ M ン/タッチパッド/マウス】 

* 購入したモデルによって、マウスは別売りになります。 


タブレットペン、タッチパッドやマウスを動かしても 
画面のポインタが動かない（反応しない） 


A システムが処理中の可能性があります。 

ポインタが砂時計の形 （1) をしている間は、システムが処理中のため、タツ 
チパッド、マウス、キ_ボ_ドなどの操作を受け付けないときがあります。シス 
テムの処理が終わるまで待ってから操作してください。 
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A マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体が正しく接続されていないと、マウスの操作はできません。 
マウスのプラグを正しく接続してください。 


A タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されてい 
る可能性があります。 

キーを押して、タッチパッドを有効に切り替えてください。 

_タッチパッドに ついて 『さあ始めよう2章基本操作を覚えよう』 


光学式マウスを使用しているとき、画面のポインタが 
正しく動かない（正しく反応しない） 


* 光学式マウスが同梱されるモデルのみ。 

A 光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ボインタがうまく動き 
ません。 

次のような場所では動作が不安定になる場合があります。 

•光沢のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチック 
など） 

•画像パターンの変化が非常に少ない表面（人工大理石、新品のオフィスデスク 
など） 

•画像パターンの方向性が強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッ 
ドなど） 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったもの 
の上で使用してください。 


【 CD/DVD 】 


CD / DVD にアクセスできない 


A ディスクトレイがきちんとしまっていない場合は、カチッと音がするまで押し込 
んでください。 

^ CD / DVD のセット『さあ始めよう2章基本操作を覚えよう』 



キ—ポ I ド/タブレットペン/タッチパッド/マウス/ CD \ DVD 


A CD / DVD がきちんとセツトされていない場合は、ラベルがついている方を上 
にして、水平にセツトしてください。 






A ディスクトレイ内に異物がある場合は、取り除いてください。 

何かはさまっていると、故障の原因になります。 

A CD / DVD が汚れている場合は、乾燥した清潔な布でふいてください。 

それでも汚れが落ちなければ、水または中性洗剤で湿らせた布でふき取ってくだ 
さい。 

^ CD / DVD の手入れ『応用にチャレンジ1章本体の機能』 

A CD / DVD を認識していない可能性があります。 

ドライブの LED が点滅している間は、まだ認識されていません。 

消灯するまで待って、もう1度アクセスしてください。 


ドライブの LED が消えない 


A 大量のデータを処理しているときは、時間がかかります。 

LED が消えるまで待ってください。 

どうしても消えないときは作業を中断し、または 
Windows セキュリティタブレットボタンを押して再起動してください。 
この場合、保存されていないデータは消失します。 

再起動の方法 

「本章キーボード - Q . どのキーを押しても反応しない 
設定はあっているが、希望の文字が入力できない」 

再起動できない場合は、電源スイッチを5秒以上押す、またはスライドし、電 
源を切ってから、もう1度■源を入れてください。この場合、保存されていない 
データは消失します。 

再起動後、同じ操作を行っても、 LE □が消えない場合は、電源を切り、保守 
サービスに連絡してください。 


CD / DVD が取り出せない 


A パソコン本体の電源が入っていないと、イジェクトボタンを押してもディスクト 
レイは出てきません。 

電源を入れてから、イジェクトポタンを押してください。 

^ CD / DVD の取り出し『さあ始めよう2章基本操作を覚えよう』 





パソコン本体の電源が入らないため、 
CD / DVD が取り出せない 


A ドライブのイジエクトホールを先の細い丈夫なもので押してください。 

イジエクトホールは、折れにくいもの（例えばクリップを伸ばしたものなど）で 
押してください。 

折れた破片がパソコン内部に入ると、故障の原因になります。電源が入らないと 
き以外はこの処置をしないでください。特に、パソコンの動作中は絶対にしない 
でください。 

^イジエクトホール『さあ始めよう2章基本操作を覚えよう』 


DVD - Video をドライブにセツトしたときに、 

再生するアプリケーションを選択する画面が表示されない 


A 次の手順で設定を変更してください。 

① [マイコンピュータ]で DV □をセットしているドライブのアイコンを右ク 
リックし、[プ□パティ]をクリックする 

② [自動再生]タブで 「 DV □ムービー」を選択し、[動作]で[動作を毎回選択 
する]をチェックする 

③ [0 K ] ポタンをクリックする 

DVD - Video の再生について 

『図解で読むマニュアル DVD の映画や映像を観る』 


【周辺機器】 

周辺機器については『応用にチャレンジ3章周辺機器の接続』、『周辺機器に付属の 
説明書』もあわせて確認してください。 


周辺機器を取り付けているときの電源を入れる順番は 


A 周辺機器の電源を入れてからバソコン本体の電源を入れてください。 

USB 対応機器など、周辺機器によっては、パソコン本体が起動した後に電源を 
入れても使うことができるものがあります。 



増設メモリが認識されない 


A メモリを増設しても「東芝 PC 診断ツール」などでメモリ容量の数値が変わらな 
かった場合、バソコンが増設メモリを認識していない可能性があります。 

『応用にチャレンジ3章周辺機器の接続』を参照して、増設メモリを取りはず 
してから、もう1度取り付けてください。 


【フロッピーディスク】 

* フ□ッピーディスクドライブは別売りになります。 


H フロッピーディスクのフオーマットができない 


(Norton Internet Security をインストールしている場合) 


A「Norton AntiVirus 」 の 「 Auto - Protect 」 を有効にしているとき、未フ オー 
マットのフロッピーディスクをフ オー マットできない場合があります。 

次の手順で 「 Auto - Protect 」 を無効にして フオー マットしてください。 

① 通知領域の [Norton Internet Security ] アイコン ) をダブルクリッ 
クする 

② [Norton Internet Security ] 画面で[オプション]をクリックし、表示さ 
れたメニューから [Norton AntiVirus ] をクリックする 

③ [Norton AntiVirus オプション]画面で [ Auto - Protect を有効にする]の 
チェックをはずす 

④ [0 K ] ボタンをクリックする 

フオー マット後は手順③で [ Auto - Protect を有効にする]をチェックし、 
「 Auto - Protect 」 を有効にしておくことをおすすめします。 


フロツピーディスクのフォーマツトに時間がかかる 


A Windows フォーマットをされていないフロッピーディスクをフォーマットする 
場合は、[クイックフォーマット]が選択できません。 


起動用フロッピーディスクからシステムが起動しない 


A f 12 〕 キーを押したまま電源を入れ、表示されたアイコンの中からフロッピー 
ディスクドライブを 0(5 キーで選択し、 怎 NTER ) キーを押すと、起動ドライ 
ブを一時的にフロッピーディスクドライブに変更できます。 
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A 「東芝 HW セットアップ」で起動ドライブの設定を変更できます。 

次の手順で変更してください。 

① [コント□—ルパネル]を開き、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リックする 

② [東芝 HW セットアップ]をクリックする 

③ [0 S の起動]タブで [0 S の起動]を [ FDD ] が最初になるように設定する 
© [0 K ] ボタンをクリックする 

次回から、電源を入れると、フロッピーディスクドライブから起動します。 


A 起動用フ□ッピーディスクが壊れている可能性があります。 

壊れていない別の起動用フ□ッピ_ディスクを使用してください。 


【アプリケーション】 


アプリケーションが操作できなくなつた 


A アプリケーション使用中に操作できなくなった場合は、次の手順でアプリケー 
ションを強制終了してください。 

終了後、もう1度アプリケーションを起動してください。この場合、アプリ 
ケーションで編集していたデータは保存できません。 

① 「 CTRL'j + grn+rDiQ キー、または Windows セキュリティタブレットボ 
タンを押す 

[Windows タスクマネージャ]画面が表示されます。 

[Windows のセキュリティ]画面が表示された場合は、[タスクマネージャ] 
ボタンをクリックしてください。 

② [アプリケーション]タブで[応答なし]と表示されているアプリケーション 
をクリックする 

③ [タスクの終了]ポタンをクリックする 
アプリケ_ションが終了します。 

④ [Windows タスクマネージャ]画面で[閉じる]ボタン （ D ) をクリックする 


BeatJam が起動できない 


(OMG ファイル、 MP 3 ファイル、 WMA ファイル、 WAV ファイル、 CD 
Audio トラックをダブルクリックしても、 BeatJam で再生できない場合） 

A Windows Media Player の初回起動時に、音楽再生アプリケーションの設定が 
変更された可能性があります。 

次の手順に従って、 BeatJam が起動するように設定してください。 



周辺機器/フロッピ—ディスク/アプリケ—シヨン 
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① [スタート]—[すべてのプログラム]— [ BeatJam ] -► [ BeatJam ] を 
クリックする 

BeatJam が起動します。 

② ツールバーから [メニュー]— [オプション]を選択する 

③ [関連付け]タブで [ OpenMG ファイル ( omg )]、[ MP 3 ファイル( mp 3)]、 
[Windows Media Audio ファイル ( wma)]、[WAV ファイル ( wav)]、[CD 
Audio トラック ( cda )] をチェックする 

④ [ OK ] ボタンをクリックする 


【メッセージ】 


画面に 「 Password = J と表示された 


A パスワードの入力などによる認証が必要です。 

次の操作を行ってください。 

【東芝パスワードユーティリティ搭載モデルの場合】 

①「東芝パスワードユーティリティ」または BIOS セットアップで登録したパス 
ワードを入力し、 ( ENTER ) キーを押す 

【東芝パスワードユーティリティが搭載されていないモデルの場合】 

①「東芝 HW セットアップ」または BIOS セットアップで登録したパスワードを 
入力し、 〔 ENTER ) キーを押す 

パスワードを忘れた場合は、キーフロッピーディスク、パスワードファイル、卜一 
クンのいずれかが使用できます。《サイバーサボート（検索）：ユーザパスワード》 
を参照し、パスワードを忘れた場合に備えるようにしてください。購入したモデル 
によって、キーフロッピーディスク、パスワードファイル、卜ークンのいずれかを 
作成しておくことができます。 

キーフ□ッビーディスク、パスワードファイル、 I クンを作成していない場合 
は、使用している機種（型番）を確認後、保守サービスに連絡してください。有償 
にてパスワードを解除します。その際、身分証明書（お客様自身を確認できる物） 
の提示が必要となります。 


■ 「パスワードを忘れてしまいましたか？」 

r パスワードが誤っています。 j と表示された 


A 入カモードの状態により大文字/小文字を誤って入力した可能性があります。 

Caps Lock LED を確認してください。必要に応じて (§ HFf)+ 〔CAPS LOCK 英数〕 
キーを押して入力の状態を切り替え、もう1度入力してください。 
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I 画面が青くなり、次のようなメッセージが 
面面一面に表ホされた_ 


• 丨 A problem has been detected and windows has oeen shut down to 
prevent damage to your computer 」 

A 八ードウエアの接続に不具合が起きた、または何らかの原因で電源を切る前の状 
態を再現できなくなったというメッセージです。 

休止状態のまま増設メモリの取り付け/取りはずしをしたときなどに表示されま 
す。電源を切る前の状態は再現できません。 

次の操作を行ってください。 

① 電源スイッチを5秒以上押す、またはスライドし、パソコンを強制終了する 

② 再び電源スイッチを押す、またはスライドして、パソコンを再起動する 
「システムを前の場所から再起動できませんでした。」というメッセージが表 
示されます。 

③ 「復元データを削除してシステムブートメニューにすすみます」が反転表示し 
ていることを確認し、 ( INTER 〕 キーを押す 

Windows が起動します。 


rRTC battery is low or CMOS checksum is 
inconsistent 』「 Press [ FI]Key to set Date / Time.J 
と表示された 


A 時計用バッテリが不足しています。 

時計用バッテリは、 AC アダプタを接続し電源を入れているときに充電されます。 
^ 時計用バッテリについて『応用にチャレンジ4章バッテリ駆動』 

AC アダプタを接続後、次の手順で BIOS セットアップの日付と時刻を設定して 
<ださい。 

① (0) キーを 押す 

巳 IOS セットアップ画面が表示されます。 

②①①©©キ-を使って、 [SYSTEM DATE / TIME ] の [ Date ] を選択 
し、 ( SPACE ) キーで日付を設定する 
③手順②と同様に [ Time ] で時刻を設定する 
©_+© キーを押す 

確認のメッセージが表示されます。 

⑤©キーを押す 

設定内容が有効になり、 BIOS セットアップが終了します。 

パソコンが再起動します。 








「システムの日付または時刻が無効です J と表示された 


A 日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプリケーシヨンのセットアップを行う場合は、正しい日 
付と時刻を設定してから行ってください。 

_日付と時刻の設定について 

『さあ始めよう1章4電源を切る/入れる』 


「システムは休止状態からの復帰に失敗しました』と表示された 


A 休止状態が無効になったというメッセージです。 

電源を切る前の状態は再現できません。 

[復元データを削除してシステムブートメニューにすすみます]を選択し、 
〔 ENTER ) キーを押してください。 

Windows が起動します。 


次のようなメツセージが表示された 


參 「Insert system disk in drive.Press any key when ready 」 

•「 Non - System disk or disk error Replace and press any key when 
ready 」 

•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

• 「巳 oot : Couldn't Find NTLDR Please Insert another disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

春 「Remove disks or other media.Press any key to restart 」 

•「NTLDR is missing 

Press any key to restart 」 

A フロッピーディスクドライブからフロッピーディスクを取り出し、何かキーを押 
してください。 

上記の操作を行っても解決しない場合は、 n 章 1- ❷ -1 トラブルチェックシー 
卜」で必要事項を確認のうえ、東芝 pc ダイヤルに連絡してください。 



C :¥ >_のように表示された 


A コマンドプ□ンプトが全画面表示されています。 

次のいずれかの操作を行ってください。 
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• コマンドプ□ンプト画面をウインドウ表示に切り替える 

fALT ]+ キーを押してください。 






I コマンドプ□ンプト画面を終了する 

① ©®( D © とキーを押す 

② ( Inter ) キーを押す 


その他のメツセージが表示された 


A 使用しているシステムやアプリケーシヨンの説明書を確認してください。 


【その他】 


セーフモードで起動した 


A 周辺機器のドライバやアプリケーションが原因で不具合を起こしている可能性が 
あります。 

次の手順でエラーチェック（八ードディスクの検査）を行ってください。 

① [スタート]—[マイコンピュータ]をクリックする 

② （ c :) ドライブをクリックする 

③ メニューバーから[ファイル]—[プ□パティ]をクリックする 

④ [ツール]タブの[エラーチェック]で[チェックする]ボタンをクリックする 

⑤ [チェックディスクのオプション]で[不良セクタをスキャンし、回復する] 
をチェックする （0) 

⑧ [開始]ポタンをクリックする 
チェックには時間がかかります。 

チェック後パソコンを再起動し、通常起動するか確認してください。 

上記の操作を行っても正常に起動しない場合は、東芝 PC ダイヤルに連絡してく 
ださい。 

セーフモ_ドについて《サイパ_サポート（検索）：セ_フモード》 


引っ越したときの手続きは 


A 次の変更を行ってください。 

1インターネットに接続する設定を変更する 

インタ_ネットに接続する電話回線を、引っ越し後に使用する電話回線に変 
更してください。 

また、プ□バイダのアクセスポイントは、引っ越し先の住所に最も近いアク 
セスポイントに変更することを推奨します。 

詳しくは、契約しているプ□バイダに問い合わせてください。 



メッセ—ジ\その他 
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設定は次の手順で変更できます。 

• 発信元の電話番号の設定 

① [コント□—ルパネル]を開き、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リックする 

② [電話とモデムのオプション]をクリックする 
[電話とモデムのオプション]画面が表示されます。 

③ [ダイヤル情報]タブでダイヤル元の情報を変更する 
使用する電話回線について、次の点を確認してください。 

• 登録名 

引っ越し先を新たに登録したい場合は、[新規]ポタンをクリックして 
<ださい。 

•ダイヤル元の市外局番■外線発信番号■ダイヤル方法 

④ [0 K ] ボタンをクリックする 

參接続先の電話番号の設定 

① [スタート]—[接続]— [XX (接続先)]をクリックする 
[XX (接続先）へ接続]画面が表示されます。 

② [プ□パティ]ポタンをクリックする 

[XX (接続先）プロパティ]画面が表示されます。 

③ [全般]タブで[電話番号]欄に、これから使用したいアクセスポイント 
の電話番号を市外局番から入力する 

④ [XX (接続先）プ□パティ]画面で [0 K ] ポタンをクリックする 

⑤ [ダイヤル]ボタンをクリックする 
変更した設定が有効になります。 

すぐに接続する必要がない場合は[キャンセル]ポタンをクリックしてく 
ださい。 

2東芝 ID ( TID ) に登録した住所、電話番号などを変更する 

參ホームページから変更する 

東芝 ID ( TID ) をお持ちの場合はこちらからお願いいたします。 

① インターネットで 「 http :// rooml 048. jp /」 へ接続する 

② ページ左側の[東芝 ID ( TD )] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボ 
タンをクリックする 

「登録情報変更メニュー」に□グインします。 

③ 「個人情報の確認/変更」から変更する 

「個人情報の確認/変更」が表示されていない場合は、「個人情報と TID の 
確認/変更」をクリックしてください。 

參電話で変更する 

「東芝 ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

• 東芝 ID 事務局（お客様情報変更） 

TEL : 03-3457-4861 

受付時間： 9 : 00〜17 : 00 (土 •日、祝日、東芝特別休日を除く） 


紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関す 
る問い合わせ窓口です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC サボートのご案内』を 
確認してください。 

3契約しているプ□バイダや、 Windows や各アプリケーションのユー 
ザ登録などに登録した住所、電話番号などを変更する 

詳しくは、各登録先に問い合わせてください。 


バソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい 


A 次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

• テレビ、ラジオに対するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 

• テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフイルタを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使う 

• 平行フイーダを同軸ケーブルに替える 


パソコンが応答しない 


A 応答しないアプリケーションを強制終了してください。 

この場合、保存されていないデータは消失します。 

^ アプリケーションの強制終了の方法「本章アプリケ_ション- 
Q . アプリケーションが操作できなくなった」 

アプリケーシヨンを終了しても調子がおかしい場合は、以降の操作を行ってくだ 
さい。 


A Windows を強制終了し、再起動してください。 

システムが操作不能になったとき以外は行わないでください。強制終了を行う 
と、スタンパイ/休止状態は無効になります。また、保存されていないデータは 
消失します。 

^ Windows の強制終了の方法「本章電源を入れるとき/切るとき- 
Q . [終了オプション]や[シャツトダウン]から電源が切れない」 


強制終了後、バソコン本体の電源を入れてください。 




コンピュータウイルスに感染した可能性がある 


A ウイルスチェックソフトでウイルスチェックを行い、ウイルスが発見された場合 
は駆除してください。 

ウイルスチェックソフト 

『さあ始めよう3章ウイルスや不正アクセスを防ぐ』 

ウイルスチェックの操作方法がわからない場合や、ウイルス駆除ができなかった 
場合は、ウイルスチェックソフトのメーカへお問い合わせください。 


異常な臭いや過熱に気づいた 


A パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントから抜 
し、てください。安全を確認してバッテリパックをバソコン本体から取りはずして 
から購入店、または保守サービスに相談してください。 

なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 

• 使用している機器の名称 
• 購入年月日 

• 現在の状態（できるだけ詳しく連絡してください） 

修理の問い合わせについて 

「1章 1- ❸東芝 pc 集中修理センタ」、『東芝 pc サボートのご案内』 


この QSA 集を読んでも解決できない 


A このほかにもいろいろな解決方法があります。 

1 サイバーサポー トで調べる 

サイバーサポートには、パソコン内のオンラインヘルプや電子マニュアルを 
検索する機能があります。知りたい内容がこの Q & A 集に載っていない場合 
は、サイバーサボートで検索してみてください。 

サイバ _ サポ _■ 卜 

『図解で読むマニュアルサイバーサポ_卜を使う』 

2 「 dynabook . com 」 の「よくあるご質問 ( FAQ ) J を調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 総合情報サイト 
「 dynabook . com 」 でサボート情報を見てください。問い合わせの多い質問 
やホットな Q & A が掲載されています。 

dynabook . com 「1章卜❹本製品のサボート情報を見る」 

「 A . 回答•対処方法」の説明を読んでも問題が解決しない場合は、説明の後 
のアンケ_卜に引き続き、質問メールを出すこともできます。 

* メールでの質問には「お客様登録」が必要です。 
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3 東芝 PC ダイヤルに電話する 

パソコン本体のトラブルは、東芝 PC ダイヤルでお答えします。『東芝 PC サ 
ポートのご案内』で必要事項を確認のうえ、東芝 PC ダイヤルに連絡してく 
ださい。 

^ 東芝 PC ダイヤル 

n 章 1- ❷東芝 pc ダイヤル」、『東芝 pc サボートのご案内』 


操作できない原因がどうしてもわからない 


A パソコン本体のトラブルの場合は、「1章 1- ❷ -1 トラブルチェツクシート」で 
必要事項を確認のうえ、東芝 pc ダイヤルに連絡してください。 



そ 

の 

他 


A アプリケーションのトラブルの場合は、各アプリケーションのサボート窓口に問 
い合わせてください。 

アプリケーションの問い合わせ先 
『図解で読むマニュアル問い合わせ先』 


A 周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のサボート窓口に問い合わせてくだ 
さい。 

^周辺機器の問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 


パソコンを廃棄したい 


A 本製品を廃棄するときは、家庭で使用している場合と企業で使用している場合と 
で、廃棄方法が異なります。 

また、八ードディスク上のデータを消去する必要があります。 

詳しくは、「5章2廃棄•譲渡について」を確認してください。 



海外でパソコンを使いたいときは 


A 次の点に気をつけてください。 


1電圧や電源プラグの形状を確認する 

本製品の AC アダプタは、 AC 100-240 V (50/60 HZ ) の電圧に対応し 
ているので、この範囲内の電圧 • 周波数の国/地域で使用できます。 


電源コード（電源プラグから AC アダプタまでのケーブル）は、日本の法 
令•安全規格 （ AC 100 V ) に適合しています。その他の国/地域で使用す 
る場合は、使用電圧やプラグ形状が異なりますので、お使いになる国/地域 
の法令•安全規格に適合する電源コード（市販品）をご用意ください。 
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+ AC アダプタ、電源コード、電源プラグについて 

『さあ始めよう1章3-電源コードと AC アダプタを接続する』 

2通信関係の確認をする 

參内蔵モデム、無線 LAN 

国/地域によっては、モデムや無線 LAN 装置の使用に認可が必要です。本 
製品は出荷時に認可を受けていますが、すべての国/地域の認可は受けてい 
ません。『応用にチャレンジ』やカタログ、または対応する国/地域を記載 
したシートで、使用できる国/地域を確認してください。 

それ以外の国/地域で本製品を使用する場合は、その国/地域に対応した機 
器（別売り）を使用するか、内蔵モデムや無線 LAN 機能の使用はお控えく 
ださい。メーカ純正オプションはありません。各国/地域に適合した機器を 
ご購入ください。 

參モジュラージャックの形状 

モジュラージャックは、国/地域によって形状が異なります。本製品は北米 
と日本の形状に対応していますが、その他の国/地域ではプラグをその地に 
あう形状に変換するためのアダプタ（別売り）が必要です。メーカ純正オプ 
ションはありません。各国/地域で安全規格に適合したコードや変換プラグ 
をご購入ください。 

參モデム設定ユーティリティ 

本製品に内蔵されているモデムは、多数の国/地域で利用可能です。「内蔵モ 
デム用地域選択ユーティリティ」で、使用する国/地域を設定してください。 
設定方法 

《サイバーサポート（検索）：海外でインターネットに接続したい》 


3必要なものを準備する 


• 取扱説明書 
• Office パッケージ 
春保証書 、 ILW 

再セットアップする必要が生じたときのために、 Office 搭載モデル、 
OneNote 搭載モデルの場合は Office Personal 2003または Office 
OneNote 2003のパッケージー式をお持ちください。本製品は八ードディ 
スクから再セットアップできますが、これらのアプリケーションは同梱の 
CD - ROM から再インス I -ールする必要があります。 

再セットアップについて「4章1再セットアップとは」 

故障したときのために、保証書と購入時のレシート”をお持ちください。 
ILW (International Limited Warranty ) は海外の所定の地域で ILW の制 
限事項 • 確認事項の範囲内で、修理サービスがご利用いただける、東芝の制 
限付海外保証制度です。保証書が ILW の保証書を兼ねています。 


ILW についての詳細は、次のホームページも参照してください。 
http :// dynabook . com / assistpc / ilw.htm 

* 1保証書に購入店の捺印と購入日が明記されていれば、必要ありません。 

4プ□パイダを選定する 

加入しているプロバイダのアクセスポイントがその地域になければ、メール 
を送受信するたびに、普段よりも料金が余計にかかります。加入しているプ 
□バイダのアクセスポイントが渡航先にあるか、または、アクセスポイント 
を持つ他のプロバイダと提携接続サービス（□—ミングサービス）を行って 
いれば、通常通りにメール送受信が可能です。 

旅立つ前に、加入しているプロバイダのホームページで、アクセスポイント 
や□ーミングサービスの有無、設定方法などを確認しておくことをお奨めし 
ます。 



<必要な書類など> 

海外に持ち出す物によっては、「輸出貿易管理令および外国為替令に基づく規制 
貨物の非該当証明」という書類が必要な場合がありますが、現在販売されている 
東芝のパソコンを、旅行や短期出張で自己使用する目的で持ち出し、持ち帰る場 
合には、基本的に必要ありません。ただ、パソコンを他人に使わせたり讓渡する 
場合は、輸出許可が必要となる場合があります。 

また、米国政府の定める輸出規制国（キューバ、リビア、朝鮮民主主義人民共和 
国、イラン、スーダン、シリア）に持ち出す場合は、米国政府の輸出許可が必要 
となる場合があります。 

輸出法令の規制内容や手続きの詳細は、経済産業省安全保障貿易管理のホーム 
ページなどを参照してください。 

海外で使用する場合については、次のホームページも参照してください。 
http :// dynabook . com / assistpc / faq / pcdata /800008 .htm 





4 章 


再セットアップ 

これまでに説明してきたトラブル解消方法では解決 
できないとき、最後に行うのがパソコンの再セット 
アップです。再セットアップすることで、システム 
やアプリケーションを購入時の状態に復元できます。 
よく読んでから行つてください。 


1再セットアップとは76 
2システムの復元79 
3アプリケーションを再インス!-ールする 91 



1 再セツトアップとは 


システムやアプリケーションを購入時の状態にリカバリ（復元）することを再セッ 
トアップといいます。 

また、システムを復元せずに八ードディスクのデータを消去することもできます。 
目的にあった方法を選んでください。 

再セツトアップする場合は、次のような流れで作業を行ってください。 


バックアップをとる 


再セツトアップ（リカパリ） 


アプリケーションやドライパのインストール 


Office Personal 2003 (Word 、 Excel など)、 
Office OneNote 2003 のインストール * l 


インターネットの設定 


ウイルス対策ソフトの設定と更新 


Windows Update 


データの復元やメールの設定 


1 Office 搭載モデル、 OneNote 搭載モデルのみ 


「2章バックアップ」 


「本章 2-0 システムを復元 
する」 

^「本章 3-0 アプリケーシヨ 
ンを再インストールする」、 
『応用にチャレンジ5章』 

「本章3 -❷ Office 
Personal 2003 、 Office 
OneNote 2003を再イ 
ンス I -ールする」 

圔^《できる dynabook 》 


^ 『さあ始めよう3章』 


《できる dynabook 》 


「2章バックアップ」 




















次のようなときには、 n 章トラブルを解消するまで」で解消へのアプローチを確認 
してください。いろいろな解消方法を紹介しています。 

それでも、解消できないときに再セツトアップしてください。 


再セットアップが必要な場合 

再セットアップ方法 

八ードディスクをフォーマツトして 
しまった 

システムを復元する 

八ードディスクにあるシステムファイル 
を削除してしまった 


電源を入れても、システム （Windows) 

が起動しない 


プレインストールされていたアプリケー 
シヨンを削除したが、もう1度インス 
卜 ールしたし'' 

アプリケーシヨンやドライノ（ごとに再イ 
ンストールする 


再セットアップには、次の方法があります。目的にあった再セットアップ方法を選 
んでください。 

【システムを復元する】 

システムを購入時の状態に戻します。プレインスIルされているアプリケーショ 
ンの一部を復元します。 

詳細について「本章2システムの復元」 

【アプリケーションやドライバごとに再インス!-ールする】 

プレインストールされているアプリケーションのなかから、必要なアプリケーショ 
ンやドライバを指定して再インストールできます。 

^詳細について「本章3アプリケーションを再インストールする」 


T 


再セツトアップ方法 


再セットアップが必要なとき 


再セットアップ 













再セットアップする前 I 



國トラブル解消方法を探す 

パソコンの調子がおかしいと思ったときは、 n 章トラブルを解消するまで」で解消 
への アプローチを確認してください。いろいろな解消方法を紹介しています。 
それでも、解消できないときに再セットアップしてください。 

2 データの バックアップをとる 

システムの復元をすると、八ードディスク内に保存されていたデータは、すべて消 
えてしまいます。購入後に作成したファイルなど、必要なデータは、あらかじめ外 
部記憶メディアにバックアップをとって保存してください。 

また、インターネットや八ードウエアなどの設定は、すべて購入時の状態に戻ります。 
システムの復元後も現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控 
えておいて < ださい。 

バックアップは、普段から定期的に行っておくことを推奨します。 

ただし、八ードディスクを フォー マットしたりシステムファイルを削除した場合や 
電源を入れてもシステムが起動しない場合は、データを保存することができません。 
標準システムの復元を行っても、八_ ド ディスクに保存されていたデータは復元で 
きません。 

_バックアップについて「2章1バックアップとは」 

圜パソコンの八ードウエア構成を購入 B 寺の状態に戻す 

フロッピーディスクドライブやマウス、増設した八ードウエアドライブやメモリな 
ど、周辺機器を取りはずしてください。 






2 システムの復元 


本製品にプレインス I ルされている Windows やアプリケーシヨンを復元する方 
法について説明します。 

Office Personal 2003、〇 ffice OneNote 2003は、システムの復元後、さら 
に同梱の CD - ROM で再インス I ルする必要があります。 

詳細について 

「本章3 -❷ Office Personal 2003 、 Office OneNote 200 3 を 
再インストールする」 


はじめる前 I 


システムの復元を行う前に、次の準備を行ってください。 


【必要なもの】 

•『困ったときは』（本書)、『さあ始めよう』、『応用にチヤレンジ』 


【準備】 


• 必要なデータを保存する 

システムを復元すると、八ードディスクの内容はすべて削除されます。必要な 
データは、あらかじめバックアップをとつて保存してください。 

_バックアップについて「 2 章1パックアップとは」 


ただし、 八ー ドディスクを フォー マツトしたりシステムファイルを削除した場合 
や電源を入れてもシステムが起動しない場合は、データを保存することができま 
せん。システムの復元を行っても、八ードディスクに保存されていたデータは復 
元できません。 


• パソコンの八ードウエア構成を購入時の状態に戻す 
フロッピーディスクドライブやマウス、増設した八ードディスクドライブやメモリ 
などを取りはずしてください。 

^ 機器の取りはずし『応用にチャレンジ3章周辺機器の接続』 




市販のソフトウエアを使用してパーテイシヨンの構成を変更すると、再セツト 
アツプができなくなることがあります。 









システムを復元する 


システムを復元する方法を説明します。手順をよく確認してから行ってください。 


メモ 

八ードディスク2台内蔵モデルでは、2台のうち、購入時の状態で最初に起動 
するように設定されている八ードディスク （ HDD 1 ) だけにシステムが復元さ 
れます。起動ドライブを2台目の八ードディスクに変更している場合も、 
HDD 1 に対してシステムの復元が実行され、以降の起動ドライブも HDD 1に 
戻ります。 


1操作手順 

システムを復元するには、八ードディスクから行う方法とあらかじめ作成したリカ 
パリディスクから行う方法の2つがあります。 

_リカバリディスクの作成 

「2章4システム復元ツールのパックアップをとる」 

通常は、八ードディスクからシステムを復元してください。八ードディスクのリカ 
バリツール（システムを復元するためのもの）を消してしまったり、八ードディス 
クからシステムが復元できなかった場合などは、リカバリディスクからシステムを 
復元することをおすすめします。 

【ハードディスクからシステムを復元する】 

1パソコンの電源を切る 
2 AC アダプタと電源コードを接続する 

3 キーボードの© (ゼロ）キーを押しながら、パソコンの電源を入れる 

[初期インストールソフトウェアの復元]画面が表示されます。 

ハードディスク2台内蔵モデルで起動ドライブを2台目の八ードディスク 
に変更している場合、「初期インストールソフトウェアは、 HDD 1に復元さ 
れます。 ...... 」というメッセージが表示されます。確認してから[続行]ボ 

タンを選択し、^キーを押してください。 











2 システムの復元 


選択項目 




①を選択パソコンを購入したときの状態 
した場合（ノ（ーテイシヨンが1個の状態） 
に戻します。作成したデータや 
設定した項目、インス!ルし 
たアプリケーションなどは、す 
ベて消失します。 


「八ードディスクの内容は、すべ 
て削除されます！」というメッ 
セージが表示されます。 

手順5に進んでください。 


©を選択前回「ほ)パーテイシヨンサイズ「先頭パーテイシヨンのデータ 


した場合を指定して復元」を選択して再 
セットアップをしている場合に 
使用します。 

複数に分割したノてーテイシ ヨン 
の、 C ドライブを購入時の状態 
にします。その他のノ（ーテイシヨ 
ン では、購入後に入力したデータ 
や設定をそのまま保持します。 


は、すべて削除されます！」と 
いうメッセージが表示されます。 
手順5に進んでください。 


初期インストールソフトウ I アの m 元 



それぞれの項目の意味と動作は、次のようになります。 


®7 C 方法を遼択してくだ 

Ol Jj ご瞄入時の：!犬態に版 

2 \) トティシ g ンサィズを変更せずIこ復元 
d ノト亍イシ a ンサイズを指定して m 元 
HDD リカバリ領域以外を消去 


実行したい項目の番号のキーを押す 


再セツトアツプ 





©を選択 
した場合 

[マイコンピュータ]の C ドラ 
イブ（八ードディスク）のパー 
ティシヨンのサイズを変更して、 
C ドライブを購入時の状態にし 
ます。作成したデータや設定し 
た項目、インストールしたアブ 
リケーシヨンなどは、すべて消 
失します。再セットアップ終了 
後は、 C ドライブだけ表示され 
ます。管理ツールで設定すると、 
C 以外のノくーティシヨンもドラ 
イブとして表示できます。 

管理ツー)レでの設定方法の詳細 
は「本項4パーティシヨンを設 
定する」を参照してください。 

「八ードディスクの内容は、すべ 

て削除されます！」というメッ 

セージが表示されます。 

① @キ_を押す 
[パーティションサイズの指定] 
画面が表示されます。 

② ©©キーを使ってノ（ーティ 
ション （C ドライブ）のサイ 
ズを指定する 

③ 〔 ENTER 〕 キーを押す 
「復元を開始します！」という 
メッセージが表示されます。 
手順6に進んでください。 

@を選択 
した場合 

この項目は、パソコンを廃棄ま 
たは譲渡する場合など、個人情 
報漏浅を防ぐために、八ードディ 
スクのデータを完全に消去する 
ためのものです。通常は実行し 
ないでください。実行すると、 
八ードディスク上にある、再セッ 
トアップ用のデータ領域以外の 
すべてのデータが削除されます。 
詳細は「5章2-❷ -5 ハードディ 
スクの内容をすべて消去する」 

を参照してください。 

「 HDD リカパリ領域以外は、 
すべて削除されます！」という 
メッセージが表示されます。詳 
細は「5章2-❷ -5 八ードディ 
スクの内容をすべて消去する」 

を参照してください。 




メモ 

システムを復元する場合、通常は©を選択してください。事前に分割した 、 C 
ドライブ以外のノ（ーティシヨンにデータがある場合、手順4で©を選択する 
と、他のパーティシヨンのデータを残して、 C ドライブのシステムだけを復元 
できます。ただし、 BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータが 
壊れている場合、 C ドライブ以外のパーテイシヨンにあるデータも使えないこ 
とがあります。 


5 ® キーを 押す 

処理を中止する場合は、 ® キ_を押してください。 

「復元を開始します！」というメッセージが表示されます。 

メモ 

再セツトアップ用のデータ領域が確保されているため、八ードディスクの100 
%を使用することはできません。 


6 ® キーを 押す 

処理を中止する場合は、 ® キ_を押してください。 

復元が実行されます。復元中は、次の画面が表示されます。 

復元の進行状況を示すグラフ表 
示が100%まで伸びた後、もう 
1度0%から始まります。グラ 
フが2度目に100%に達すると 
完了です。 

復元が完了すると、終了画面が 
表示されます。 


7 何か キーを 押す 

システムが再起動します。 

8 Windows のセツトアツプを行う 

詳細について『さあ始めよう1章3 Windows のセツトアップ』 
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メモ 


• Windows のセットアップ後、ノ（ソコンの診断/環境設定が自動的に行わ 
れます。メッセージに従って操作してください。 

• ■-部のアプリケーションは、システム復元後にアプリケーションのインス 
卜一)レをする必要があります。 

^ 詳細について「本章 3-0 アプリケーションを再インス!ルする」 

•バソコンの診断/環境設定が終了すると、アプリケーションをインストール 
するための画面が表示されますので、続けてアプリケーションをインス I 
ルしてください。 

^詳細について「本項2アプリケーションをインストールする」 

• ウイルスチェックソフトをインストールする場合は、表示されるメッセージ 
に従って行ってください。 


購入後に変更した設定がある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう1度設 
定をやり直してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプリケー 
シヨンのインストールも、 Windows のセットアップ後に行ってください。 

^ 周辺機器の接続『応用にチャレンジ3章周辺機器の接続』 

【リカバリディスクからシステムを復元する】 

1 AC アダプタと鼋源コードを接続する 

2リカバリディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

リカパリディスクが複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットし、以降 
画面のメッセージに従って入れ替えてください。 

3 キーボードの OD キーを押しながら、パソコンの電源を入れる 
4 0 または © キーで CD のアイコンにカーソルを合わせ、 ( ENTER ) 
キーを押す 

[初期インストールソフトウェアの復元]画面が表示されます。 

5 実行したい項目の番号のキーを押す 


ネ刀期インストールソフトウェアの m 元 


後元する«成を逗択してください 

Ai ハードディスク全体を初期化する 
iJc ドライプのみ初期化する 
リカバリツールのみ初期化する 

番号を逞択してください 
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「八ードディスクの内容は、すべ 
て削除されます！」というメッ 
セージが表示されます。 


①を選択パソコンを購入したときの状態「八ードディスクの内容は、すべ 
した場合に戻します。作成したデータやて削除されます！」というメッ 
設定した項目、インス!-ールしセージが表示されます。 

たアプリケーションなどは、す 
ベて消失します。 

©を選択 C ドライブだけをバソコン購入 「八ードディスクの内容は、すべ 
した場合時の状態に戻します。複数に て削除されます！」というメッ 

) てーテ ィショ ンを分割しているセージが表示されます。 

場合は、その他のパーティショ 
ンでは、購入後に入力したデー 
夕や設定をそのまま保持します。 

(D を選択リカパリツールだけをパソコン「よろしいですか？」というメッ 
した場合購入時の状態に戻します。 セージが表示されます。 

® キーを 押す 

処理を中止する場合は、 ® キ_を押してください。 

復元が実行されます。復元中は、次の画面が表示されます。（手順5で© 

を選択した場合は、この画面は表示されません。） 

復元の進行状況を示すグラフ表示が100%まで伸びた後、もう1度0%か 
ら始まります。グラフが2度目に100%に達すると完了です。 


復元が完了すると、終了画面が表示されます。 

何か キーを 押す 

システムが再起動します。 







選択した後の動作 


選択項目 


それぞれの項目の意味と動作は、次のようになります。 


再セツトアツプ 
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8 Windows のセットアップを行う 

詳細について『さあ始めよう1章3 Windows のセツトアップ』 


メモ 

• Windows のセットアップ後、パソコンの診断/環境設定が自動的に行わ 
れます。メッセージに従って操作してください。 

• _部のアプリケーションは、システム復元後にアプリケーションのインス 
卜ールをする必要があります。 

^ 詳細について「本章3-❶アプリケーションを再インス!ルする」 
•バソコンの診断/環境設定が終了すると、アプリケーションをインストール 
するための画面が表示されますので、続けてアプリケーションをインスI 
ルしてください。 

_詳細について「本項2アプリケーションをインストールする」 

• ウイルスチェックソフトをインストールする場合は、表示されるメッセージ 
に従って行ってください。 


購入後に変更した設定がある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう1度設 
定をやり直してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプリケー 
ションのインストールも、 Windows のセットアップ後に行ってください。 

^周辺機器の接続『応用にチャレンジ3章周辺機器の接続』 

m アプリケーションをインストールする 

本項では、 Windows セットアップ後に表示される画面に従って、アプリケーション 
をインストールする方法について説明します。 

途中でインストールを中止したり、インストールしなかったアプリケーションを後 
でインストールする場合は、「本章3アプリケーションを再インストールする」を 
参照してください。 

[東芝 PC アプリケーションインストーラへようこそ]画面が表示されている状態 
で、次のように操作してください。 








2 システムの復元 


1[次へ]ポタンをクリックする 


2 メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

3「必ずお読みください」のメッセージを確認し、[はい]ボタンをク 
リックする 

インス!ルを中止する場合は、[いいえ]ボタンをクリックしてください。 


4 [セツトアップタイプ]を選択する 



それぞれの項目の意味と動作は、次のようになります。 

セットアップタイプ説明 

標準 すべてのアプリケーションをインストールします。 

コンパクト 必要最低限のアプリケーションをインストールします。 

カスタム 自分でインストールするアプリケーションを選択で 

きます。 








5 [次へ]ボタンをクリックする 

手順4で「カスタム」を選択した場合は、インストールするアプリケー 
ションを選択する画面が表示されます。必要のないアプリケーションは、 
チェックをはずしてください。インストールするアプリケーションを選択 
後、[次へ]ポタンをクリックします。 

6 メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

インストールするアプリケーションの一覧が表示されます。 

7 [次へ]ボタンをクリックする 

[次へ]ボタンをクリックすると、インス!ルが開始されます。インス 
I -ールが開始されると、中止できませんので、よく確認してから[次へ]ボ 
タンをクリックしてください。 

インストールを中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリックしてくだ 
さい。 

インストールが開始されます。インストールの進行状況を示すグラフ表示が 
100%に達すると完了です。[東芝 PC アプリケーションインス I ラの完 
了]画面が表示されます。 

8 [はい、今すぐコンピュータを再起動します。]を選択し、[完了]ボ 
タンをクリックする 

) (ソコンが再起動し、アプリケーションのインストールが終了します。 

メモ 

• アプリケーションのインストール後、ウイルスチェックソフトをインス I 
ルするための画面が表示されます。ウイルスチェックソフトをインストール 
する場合は2種類のソフトから選択し、[インス I ルする]ボタンをクリッ 
クします。以降、画面のメッセージに従ってインス!ルを行ってください。 

• 「東芝 PC アプリケーションインストーラ」は、システムの復元 （Windows 
セツトアップ）直後以外では使用しないでください。 


■ Office Personal 2003 、 Office OneNote 2003を苒インストールする 

* Office 搭載モデル、 OneNote 搭載モデルのみ 

Office Personal 2003および Office OneNote 2003は、以上の手順では復元 
されません。同梱の CD - ROM で再インストールしてください。 

■詳細について「本章3 -❷ Office Personal 2003 、 Office OneNote 
2003を再インストールする」 
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コンピュータの管理者になっているユーザアカウントで□グオンする 

[コント□—ルパネル]を開き、パフオーマンスとメンテナン 
ス]をクリックする 

[、」管理ツール]をクリックする 

[胃コンピュータの管理]をダブルクリックする 

左画面の[ディスクの管理]をクリックする 

設定していないパーティションは[未割り当て]と表示されます。 

[ディスク 0] の[未割り当て]の領域を右クリックする 

表示されるメニューから[新しいパーティション]をクリックする 

[新しいノ（ーティションウィザード]が起動します。 

[次へ]ポタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

次の項目を設定します。 

-パーティションの種類 
-パーティションサイズ 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
-フオーマツト 
-ファイルシステム 




ここまでで、購入時の状態の復元は完了です。パーテイシヨンの設定を変更してシ 
ステムを復元した場合のみ、次項 [4] の操作を行ってください。 


m パーテイシヨンを設定する 

ノ（ーテイシヨンの設定を変更してシステムを復元した場合は、復元後すみやかに次 
の設定を行ってください。 




Windows の「ディスクの管理」を使用すると、 「 HDDRECOVERY 」 とい 
うボリユームのノ V °_ ティシヨンが表示されます。 この )ティシヨンには再 
セツトアツプ(システムの復元)するためのデータが保存されていますので、 
削除しないでください。削除した場合、再セツトアツプはできなくなります。 


12 3 4 5 6 7 8 


再セットアップ 
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つづく 











9 設定内容を確認し、[完了]ポタンをクリックする 

フォーマットが開始されます。 

パーティションの状態が[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

【ヘルプの起動】 

1メニューパーから[ヘルプ]—[トピックの検索]をクリックする 


3 アプリケーションを再インストールする 

アプリケーションを一度削除してしまっても、必要なアプリケーションやドライバ 
を指定して再インス I -ールすることができます。 

Office Personal 2003および Office OneNote 2003は、システムの復元後に同 
梱の CD - ROM で再インストールする必要があります。「本節 ❷ Office Personal 
2003 、 Office OneNote 2003を再インストールする」を確認してください。 


アプリケーションを再インス I ルする 


再セットアップ後にアプリケーションを再インス I ルする方法を説明します。 

[ 必要なもの】 

•『困ったときは』（本書)、『応用にチャレンジ』 

アプリケーションによっては、再インス!ル時に I □番号などが必要です。あらか 
じめ確認してから、再インストールすることを推奨します。 

すでにインス I ルされているアプリケーションを再インストールするときは、コ 
ント□—ルパネルの「プ□グラムの追加と削除」または各アプリケーションのアン 
インストールプ□グラムを実行して、アンインス I ルを行ってください。 

アンインス I ルを行わずに再インス I ルを実行すると、正常にインストールで 
きない場合があります。ただし、上記のどちらの方法でもアンインストールが実行 
できないアプリケーションは、上書きでインストールしても問題ありません。 

^「プ□グラムの追加と削除」について 

『応用にチャレンジ5章アプリケーションについて』 

m 操作手順 

1[スタート]—[すべてのプ□グラム] — [アプリケーションの再イ 
ンストー•/レ]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックする 

アプリケーションやドライパのセットアップメニュー画面が表示されます。 
アプリケーションやドライパのセットアップメニューは、カテゴリごとの夕 
ブに分かれています。 


再セットアップ 
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初めて起動したときは、[ドライバ]タブが表示されています。タブをク 
リックして再インストールしたいアプリケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプリケーシヨンの一覧が表示されています。 

画面右側にはアプリケーシヨンの説明が書かれていますので、よくお読みく 
ださい。 


3画面左側のアプリケーション名を選択し①、画面右側の 「 xxx の 
セットアップ」をクリックする② 

「 XXX 」にはアプリケーション名が入ります。選択したメニューによっては 
別の言葉が表示されます。説明文の下の青い下線の引かれている言葉をク 
リックしてください。 



4表示されるメッセージに従ってインストールを行う 

[ファイルのダウン□—ド]画面が表示された場合は、「実行」ボタンをク 
リックしてください。 





































* Office 搭載モデル、 OneNote 搭載モデルのみ 

文書作成ソフトの 「Word」 や表計算ソフト 「Excel」 を使いたい場合は Office 
Personal 2003をインストールする必要があります。 

ここでは、 Office Personal 2003および Office OneNote 2003を再インストー 
ルする方法を説明します。 

[ 必要なもの】 

同梱の 「Microsoft® Office Personal Edition 2003」または 「Microsoft® 
Office OneNote® 2003」と書いてあるパッケージに、必要なものが一式入って 
います。 

* OneNote 搭載モデルには、 「Microsoft® Office 〇 neNote®2003」 のみ同梱されています。 

「Microsoft® Office Personal Edition 2003」一式 

• Microsoft® Office Personal Edition 2003 CD-ROM 

• Microsoft® Office Home Style. CD-ROM 

• Microsoft® Office Personal Edition 2003スタートガイド 

「Microsoft® Office OneNote® 2003」一式 

• Microsoft® Office OneNote® 2003 CD-ROM 

• Microsoft® Office OneNote® 2003お使いになる前に 

再インストールした場合、ライセンス認証が必要になります。 

再インストール方法とセットアップ方法の詳細は、 『Microsoft® Office Personal 
Edition 2003スタートガイド』、 『Microsoft® Office OneNote® 2003お使い 
になる前に』を確認してください。 

「読み上げ」および「声で入力」の組み込み方法は、 『LaLaVoice ヘルプ』の「マク 
□のインス!ル/アンインス!ル」を確認してください。 

【 Service Packl について】 

添付の CD から Office Personal 2003、 Home Style' Office OneNote 
2003を再インストールした場合、 Service Packl は組み込まれません。[スター 
卜]—[アプリケーションの再インス! -- ル]から再インストールしてください。 

アプリケ _ ションの再インストール 

「本節❶アプリケーションを再インスIルする」 
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【「手書き入カパッド」を使用するとき】 

Office Personal 2003を再インストールした場合 、 Microsoft Office Word や 
Microsoft Office Excel などのアプリケーションを使用するときに、 IME ツール 
パーの[手書き]ボタン-[手書き入カパッド]をクリック（または[手書き入力 
パッド]ポタンをクリック）すると、「言語の入カシステムが正常にインストールさ 
れていることを確認してください」という警告メッセージが表示される場合があり 
よ9 〇 

言語の入カシステム （ MS - IME ) は正常にインス!ルされており、動作上の問題 
はありませんので、「今後、このメッセージを表示しない」のチェックボックスを 
チェックして、 [0 K ] ボタンをクリックしてください。 
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5 章 

アフターケア 


保守や修理などアフターケアを行う保守サービスを 
利用するときについて。 

また、バッテリパックの廃棄やバソコン本体の廃 
棄 • 譲渡を行う場合について知っておいて欲しいこ 
となどを説明しています。 


1アフターケアについて 96 
2廃棄 • 譲渡について98 



1 アフターケアについて 

保守サービスについて _ 

保守サービスへの相談は、『東芝 PC サボートのご案内』を確認してください。 

保守 • 修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。 

保守 • 修理に出す前に、作成したデータの他に次のデータのパックアップをとって 
ください。 

• メール •メールのアドレス帳 •システムの復元（リカパリ）ツール 
• インターネットのお気に入り • 自分で作成したデータ など 

操作方法については、「2章バックアップ」を確認してください。 

消耗品について _ 

【バッテリパック】 

バッテリパック（充電式リチウムイオン電池）は消耗品です。 

長時間の使用により消耗し、充電機能が低下します。 

充電機能が低下した場合は、 si ] 売りのバッテリパックと交換してください。 

別売りのパッテリパックと交換する前に、必ず指定の製品（型番）を確認してくだ 
さい。 

^パッテリパックについて『応用にチャレンジ4章パッテリ駆動』 

【バックライト用蛍光管】 

本体液晶ディスプレイに取り付けられているパックライト用蛍光管は消耗品です。 
使用を続けるにつれて発光量が徐々に減少し、表示画面が暗くなります。その場合 
は、使用している機種を確認後、購入店、または保守サービスにご相談ください。 

【リモコン用電池について】 

モデルによっては、リモコンが同梱されています。リモコン用電池も消耗品です。 
リモコン操作ができなくなったり、至 lj 達距離が短くなった場合は、電池を交換して 
ください。 

【タブレットペン】 

タブレット PC モデルに同梱のタブレットペンを破損した場合、または替え芯を使 
い切つた場合は別売りの dynabook 用タブレットペン PASTY 003 と交換してくだ 
さい。 
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嗜寸属551 こ〇し、て _ 

付属品については、株式会社 IT サービス（本社： 044-540-2574) まで問い合わ 
せてください。 

保守部品（補修用性能部品）の最低保有期間 _ 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 
本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月から6年6力月です。 


2 廃棄•譲渡について 


1 ) バッテリパックについて 


r 


貴重な資源を守るために、不要になったパッテリパックは廃棄しない 
で、充電式電池リサイクル協力店へ持ち込んでください。 

その場合、シヨート防止のため電極にセ□八ンテープなどの絶縁テー 
プを貼ってください 


Li-ion 


【パッテリパック（充電式電池）の回収、リサイクルについてのお問い合わせ先】 

有限責任中間法人 JBRC 
TEL : 03-6403-5673 
URL : http :// www . jbrc.com 

【リモコン用電池について】 

モデルによっては、リモコンが同梱されています。リモコン用疆池については、地 
方自治体の条例または規則に従って処理してください。詳しくは、各地方自治体に 
問い合わせてください。 


パソコン本体について 


( 


本製品を廃棄するときは、家庭と企業では廃棄方法が異なります。以下の要領にて 
処理してください。 

(本製品は、 LCD 表示部に使用している蛍光管に水銀が含まれてし味す。また、鉛 
を含む部品が使われています。） 


【 PC リサイクル マークに ついて】 

リサイクル 

PC リサイクル マーク 

製品本体の型番を表示しているシール（本体裏面）に印刷表示します。 


ID 家庭でパソコンを使用しているお客様へ 

本製品を廃棄するときは、東芝の家庭系使用済みノ（ソコン回収受付窓口へお申し込 
みください。 

東芝は、 pc リサイクルマークが表示されている東芝製パソコンは無料で回収と適切 
な再資源化処理を実施します。 
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【パソコン回収受付窓口】 

東芝 dynabook リサイクルセンタ 

【回収申込方法】 

• 東芝ホームページよりお申し込みの場合 

URL : http :// dynabook . com / pc / eco / recycle.htm (24 時間受付） 

• 電話にてお申し込みの場合 
東芝 dynabook リサイクルセンタ 
TEL : 043-303-0200 

受付時間：10 : 00〜17 : 00 ( 土 •日 • 祝日、当社指定の休日を除く） 

FAX : 043-303-0202 (24 時間受付） 

【回収 • 再資源化対象機器】 

ノートパソコン、デスクトップパソコン（本体)、液晶ディスプレイ/液晶一体型パ 
ソコン、ブラウン管 （ CRT ) ディスプレイ/ブラウン管 （ CRT ) —体型パソコン 
* 出荷時に同梱されていた標準添付品（マウス、キーボード、スピーカ、ケーブル 
など）が同時に排出された場合は、パソコンの付属品として併せて回収します。 
ただし、周辺機器（プリンタ他)、マニュアル、 CD - ROM などの媒体は回収の対 
象外です。 

m 企業でパソコンを使用しているお客様へ 

本製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱われます。 

東芝は、廃棄品の回収と適切な再使用 • 再利用処理を実施しております。 

PC リサイクルマーク表示のある東芝製パソコンを産業廃棄物として回収-処理を行 
う場合の費用については、東芝パソコンリサイクルセンターにお問い合わせください。 

【問い合わせ先】 

東芝パソコンリサイクルセンター 
TEL : 045 -510-0255 

受付時間： 9 : 00〜17 : 00 (土.日.祝日、当社指定の休日を除く） 

FAX : 045 -506-7983 (24 時間受付） 

【東芝ホームページでご紹介】 

URL : http :// dynabook . com / pc / eco / recycle.htm 


アフタ—ケア 
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3 パソコンの _ •譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するご注意 

最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるようになっ 
てきています。これらのパソコンに使われている八ードディスクという記憶装置に、 
お客様の重要なデータが記録されています。 

したがって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重要なデータ内 
容を消去するということが必要となります。 

ところが、この八ードディスクに書き込まれたデータを消去するのは、それほど簡 
単ではありません。 

「データを消去する」という場合、一般に 

♦データを「ごみ箱」に捨てる 
♦ 「削除」操作を行う 

♦「ごみ箱を空にする」コマンドを使って消す 

♦ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 

♦再セットアップ（リカバリ）を行い、購入時の状態に戻す 

などの作業をしますが、これらの作業では、八ードディスク上に記録されたデータ 
のファイル管理情報が変更されるだけで、実際はデータが見えなくなっているだけ 
の状態です。 

つまり、一見消去されたように見えますが、 Windows などの 0 S のもとで、それら 
のデータを呼び出す処理ができなくなっただけで、実際のデータは、まだ残ってい 
るのです。 

したがって、特殊なデータ回復のためのソフトウェアを利用すれば、これらのデー 
夕を読みとることが可能な場合があります。このため、悪意のある人により、八一 
ドディスク内の重要なデータが読みとられ、予期しない用途に利用されるおそれが 
あります。 

お客様が、廃棄•顏渡などを行う際に、八ードディスク内の重要なデータが流出す 
るというトラブルを回避するためには、八ードディスクに記録された全データを、 
お客様の責任において消去することが非常に重要となります。 消去するためには、 
専用ソフトウェアあるいはサービス（共に有償）を利用するか、八ードディスク上 
のデータを金槌や強磁気により物理的 • 磁気的に破壊して、読めなくすることをお 
勧めします。 

なお、八ードディスク上のソフトウェア （ OS 、 アプリケーシヨンソフトなど）を削 
除することなくパソコンを*渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵 
触する場合があるため、十分な確認をする必要があります。 

本製品では、パソコン上のデータをすべて消去することができます。 

^「本項5八ードディスクの内容をすべて消去する」 
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この機能は Windows などの OS によるデータ消去や初期化とは違い、八ードディ 
スクの全領域にデータを上書きするため、データが復元されにくくなります。 

ただし、本機能を使用してデータを消去した場合でも、特殊な装置の使用により 
データを復元される可能性はゼロではありません。あらかじめご了承ください。 

データ消去については、次のホームページも参照してください。 

URL : http :// dynabook . com / pc / eco / haiki.htm 

■ お客様登録の削除について 

• ホームページから削除する 

東芝 ID ( TID ) をお持ちの場合はこちらからお願いします。 

① インタ—ネットで 「 http :// rooml 048. jp /」 へ接続する 

② ページ左側の ® 芝 ID ( TID )] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボ 
タンをクリックする 

「登録情報変更メニュ_」に□グインします。 

③ 「退会」を選択し、登録を削除する 

※ TID を退会されますと 、 「Shop 1048」での TID 会員メニュー、および 
ポイントサービスなどちご利用いただけなくなりますので、あらかじめご 
了承ください。 

• 電話で削除する 

「東芝 ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝 ID 事務局（お客様情報変更） 

TEL : 03-3457-4861 

受付時間： 9 : 00〜17 : 00 (土 ■日、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関する問い 
合わせ窓口です。 

保守サ_ビス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC サボートのご案内』を確認し 
てください。 

法人のお客様の場合、サービス内容が家庭のお客様の場合と異なります。 

詳しくは、次のホームページを参照してください。 

URL : https :// rooml 048. jp / onetoone / info / business.htm 


アフタ—ケア 
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m 八ードディスクの内容をすべて消去する 

パソコン上のデータは、削除操作をしても実際には残っています。普通の操作では 
読み取れないようになっていますが、特殊な方法を実行すると削除したデータでも） 
再現できてしまいます。そのようなことができないように、パソコンを廃棄または 
顏渡する場合など、他人に見られたくないデータを読み取れないように、消去する 
ことができます。 

なお、八ードディスクに保存されている、これまでに作成したデータやプ□グラムな 
どはすべて消失します。これらを復元することはできませんので、注意してください。 

八ードディスクの内容をすべて消去するには、次のように行ってください。 

1パソコンの鼋源を切る 
2 AC アダプタと電源コードを接続する 

3キーポードの® (ゼロ）キーを押しながら、パソコンの電源を入れる 

[初期インストールソフトウェアの復元]画面が表示されます。 

八ードディスク2台内蔵モデルで起動ドライブを2台目の八ードディスク 
に変更している場合、「初期インストールソフトウェアは、 HDD 1に復元さ 
れます。 ...... 」というメッセージが表示されます。確認してから[続行]ボ 

タンを選択し、キーを押してください。 



4 @キーを押す 

「 HDD リカパリ領域以外は、すべて削除されます！」というメッセージが 
表示されます。 

処理を中止する場合は、®)キーを押してください。 
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5 ® キーを 押す 

データの消去方法を選択する画面が表示されます。 


初期インストールソフトウエアの m 元 


〇 


HDD リカパリ領域以外を消去します。 
消去方法を S 択してください。 

Jj 標準データの則除 （20 GB で約30分） 

2 J 棵密データの則除 （20 GB で約8 B 寺間） 
(米国国防総省方式 DoD 5220.22 - M ) 


6目的にあわせて、①または@キーを押す 

通常は、①キーを押してください。データを読み取れなくなります。 

より確実にデータを消去するためには、©キーを押してください。数時間か 
かりますが、 HDD リカパリ領域（再セットアップ用のデータ領域）を除 
き、データは消去されます。 
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